
 

 

 

公立大学法人横浜市立大学 

看護キャリア開発支援センター 

実績報告書 

 

 

平成 27年度 

平成 28年度 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

看護キャリア開発支援センターのロゴについて 

 

「学ぶ学生も働く職員もみんながすてきに輝く YCU」をモットーに、 

「よこはま」港に入港した一人一人の船が、様々な航路を経て、キャリアを高 

めながら進む様子をこのロゴに表現しています。最終的には、この横浜でマイ 

ンドとスキルを磨いて成長した一人ひとりのキャリアが、「よこはま」港の中で 

も、外の大海原のあらゆる日本の中でも、さらには世界にまでも出かけて活用 

してもらえることを願い、＜未来に向けて出港、船出できる自律と成熟＞ を 

象徴しています。 

 

    

初航海 (キャリアデザイン)  

港に停泊 (キャリア開発) 

広く、深く (キャリアアンカー) 

そして、大海原へ (生涯学習) 



巻頭のことば 

看護キャリア開発支援センター3 年目に向けて 

 
 平成 27 年 4 月にスタートした看護キャリア開発支援センターは、2 年を経てひと区切りの 3

年目になろうとしています。今回、いまだ皆様の所へ活動の実態が十分届いていないのではない

かと考え、ご支援いただいた皆様に評価して頂きたいという思いもあり、この 2 年間の実績をま

とめることに致しました。 

 １．目的・目標に向かって 

まず、本センター設置の目的とその進捗について触れておきます。 

 設置目的は 2 病院と看護学科との有機的連携により①看護職員確保②新採用者看護職員教育③

看護管理者キャリア支援④看護職のキャリア支援、実習指導力向上⑤看護職のワークライフバラ

ンスの推進⑥附属 2 病院と看護学科との連携調整、という所掌業務の遂行にありました。①～④

に関しては、それなりの評価ができるものと考えておりますが､⑤については未着手の状況にあり

ます。①～④が効果的な循環(良循環)になれば⑤に波及効果があるものと期待はできますが、現

状を見るにつけ楽観はできない状態にあります。 

 ２．病院の質、に大きく関与 

医療の中の「看護師」と言う存在は、急性期においてはチーム医療の担い手の中の最大集団で

あり、何より他の職種との相違をもたらす点として「患者さんの最も身近なベッドサイドでシフ

トを組んでケアを継続している唯一の職種」と言う点にあります。この最大で、しかも医療の目

的である「良質な医療の提供」の中心にいる患者へ、昼も夜もシフトを組んで継続してケアし続

ける存在の意味は大きく、またその分責任も重くかかってきます。その最大集団が「質が高い」

人々であれば、職員全体の半数以上を占める看護師によって病院全体が「質が高い」と言える状

況になります。もし、その反対であれば「患者の最も身近な看護師が患者の回復を促進して早く

元の生活に戻れるようになる」という目標は達成できなくなります。看護師の質は、単に看護師

のみならず病院全体の質に最も強く影響する＜要因＞であり、かつ重要な＜要員＞と言えます。 

上記のような責任を全うするために看護師のキャリア開発支援は、その意義をしっかり認識し

活動していくことが重要になります。 

３．世界標準を視野に入れて 

今回、この 2 年間の活動と「看護キャリア開発支援センター」の存在の意味及び意義について

第一段階として明文化しております。看護師は日本看護協会の基準･規準を受けながら、横浜市、

そして横浜市立大学職員としての使命を果たすべく行動することは言うまでもありません。さら

に「国際都市よこはま」の一員として使命を果たすために、世界に目を向け羽ばたいていけるこ

とが期待されていると言えます。「看護師と言う専門職」という軸と、新たな視座として「求め

られる新しい能力」を意識して表現していくことが必要です。ともすれば「専門職」というタコ

ツボに入りがちですが、専門職として邁進すること (専門性) と同時に、広く社会に通じる知識・

技術・態度、それらの統合（共通性・多様性・一般性）が求められています。その 2 軸を取り入

れ、本センターとしての独自性を表現していきたいと考えます。 

 ４．今後に向けて 

看護キャリア開発支援センターは、すでに附属 2 病院それぞれが看護職の人材育成のための教

育体制が整った段階から、さらに、2 病院と看護学科の強力な連携を図り、次の段階に上がるた

めに当センターが開設され、2 年が過ぎました。 

今後は、看護師という職種のもつ責務を果たしていくための人材育成と、職種を超えた医療人

として協働していくための「統合教育の在り方」も模索しながら、横浜市民の期待に応えるため

のリスポンシビリテイ・責務を果たしていきたいと考えております。 

 

                 看護キャリア開発支援センター長 

陣田 泰子 



― 目 次 ―  

巻頭のことば 

目次  

Ⅰ 看護キャリア開発支援センターの概要                                               1 

  1 公立大学法人横浜市立大学看護キャリア開発支援センター設置規定 ………………………  2  

 2 看護キャリア開発支援センター組織体制 ………………………………………………………  3 

 3 事業推進体制(担当役割・機能について)   …………………………………………………… 4 

事業推進体制における会議・関連ワーキング …………………………………………………  5 

  4 看護キャリア開発支援センターの目指す方向性   ……………………………………………  6 

5 横浜市立大学が考える看護キャリア開発支援プログラム ……………………………………  7 

6 附属病院看護部と看護学科の連携について  

Ⅱ 看護キャリア開発支援センター 年度目標・評価                                      8 

1 平成 27 年度 看護キャリア開発支援センター  目標・年間計画 (実績入り)  …………… 9 

  2 平成 27 年度 看護キャリア開発支援センター  目標・評価  ………………………………… 10・11 

   3 平成 28 年度 看護キャリア開発支援センター  目標・年間計画 (実績入り)  …………… 12 

  4 平成 28 年度 看護キャリア開発支援センター  目標・評価  ………………………………… 13・14 

Ⅲ 各種事業報告 (平成 27 年度・平成 28 年度)                                           15 

1 看護職員確保と定着 

1) 附属 2 病院看護職対象のアンケート調査について  ……………………………………… 16 

2) 平成 27 年度横浜市立大学 2 病院 看護職アンケート集計結果 ………………………… 17・18 

3) 平成 28 年度横浜市立大学 2 病院 看護職アンケート集計結果 ………………………… 19・20 

4) 平成 27 年度 2 病院の fact seat ……………………………………………………………  21 

5) 平成 28 年度 2 病院の fact seat ……………………………………………………………  22 

2 看護職のキャリア支援 

1) 看護の知の見える化・概念化研修 

平成 27 年度看護の知の見える化・概念化研修 総括評価 ………………………………  23 

2) 副看護師長研修 

(1)平成 27 年度附属 2 病院合同 副看護師長研修 総括評価  ……………………………  24 

(2)平成 28 年度附属 2 病院合同 副看護師長研修 総括評価  ……………………………  25 

3 看護管理者のキャリア支援 

1) 新任看護師長研修 

(1)平成 27 年度附属 2 病院合同 新任看護師長研修 総括評価  …………………………  26 

(2)平成 28 年度附属 2 病院合同 新任看護師長研修 総括評価  …………………………  27 

4 実習指導力向上 

1) 平成 27 年度 保健師助産師看護師実習指導者講習会  

(1)日程及び時間割表 ………………………………………………………………………   28・29 

(2)科目の概要  ………………………………………………………………………………  30 

(3)科目・担当講師一覧  ……………………………………………………………………  31 

(4)実施報告 ……………………………………………………………………………………  32・33 

2) 平成 28 年度 保健師助産師看護師実習指導者講習会 

(1)日程及び時間割表 …………………………………………………………………………  34・35 

(2)科目の概要 ………………………………………………………………………………   36 

(3)科目・担当講師一覧 ………………………………………………………………………  37    

(4)実施報告 ……………………………………………………………………………………  38・39 

5 多職種協働  

平成 28 年度 多職種協働研修 総括評価 (市民総合医療センター)……………………… 40 

平成 28 年度 多職種協働研修 総括評価 (附属病院)……………………………………… 41   

Ⅳ運営会議、各ワーキングの開催実績                                                  42 

  1 平成 27 年度 看護キャリア開発支援センター会議関連ワーキングメンバー一覧 …………… 43 

   2 平成 28 年度 看護キャリア開発支援センター会議関連ワーキングメンバー一覧 …………… 44  



  3 平成 27 年度 看護キャリア開発支援センター運営会議・実施一覧  …………………………  45 

4 平成 28 年度 看護キャリア開発支援センター運営会議・実施一覧  …………………………  46             

Ⅴ その他・資料                                                                      47 

  開設時広報パンフレット   …………………………………………………………………………  48 

  平成 27 年度ニュースレター  ………………………………………………………………………  49・50 

  平成 28 年度ニュースレター ………………………………………………………………………  50・51  

 巻末に寄せて                                                                          52 



 

 

 

 

 

 

Ⅰ 看護キャリア開発支援センター 

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

              



1   公立大学法人横浜市立大学 看護キャリア開発支援センター設置規定 

平成 27 年 4 月 1日施行  
（目的及び設置） 

第1条 看護師のキャリア形成支援に関する必要な支援を行うため、横浜市立大学 看護キャリア

開発支援センター（以下「センター」という）を置く。 

 

  (趣旨) 

第2条 この規程は、センターの管理運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

 (所掌事項) 

第3条 センターは、次の各号に掲げる事項の調整を行う。 

（１） 看護職員確保対策 

（２） 新採用看護職員教育 

（３） 看護管理者キャリア支援、認定管理者教育 

（４） 看護職のキャリア支援、実習指導力向上 

（５） 看護職のワーク・ライフ・バランスの推進 

（６） 附属 2 病院と看護学科との連携調整 

 

(組織) 

第4条 センターに次の職員を置く。 

（１） センター長 

（２） 副センター長 

  

 ２ センター長は理事長が任命し、センターの運営を統括する。 

  

 ３ 副センター長は、センター長が任命し、センター長の指揮のもとでセンターの運営推進に

あたる。 

 

 (庶務) 

 第５条 センターの庶務は、医学・病院統括部職員課が、市民総合医療センター総務課及び福

浦キャンパス学務・教務課と連携して行う。 

 

 (委任) 

 第６条 この規程に定めるもののほか、センターの運営に関し必要な事項は、センター長が「横

浜市立大学附属２病院と横浜市立大学医学部看護学科との連絡協議会」に諮って定め

る。 

 

 付則 

(施行期日) 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 



2  看護キャリア開発支援センター組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護キャリア

開発支援

センター長

副センター長

(兼）附属病院
副看護部長
(教育・臨床実習担当）

担当係長

(兼）附属病院
看護師長

(教育担当）

副センター長

(兼）市民総合医療
ｾﾝﾀｰ副看護部長
（教育・実習担当）

担当係長

(兼）市民総合医療
ｾﾝﾀｰ看護師長
(教育担当）

副センター長

(兼）看護学科
連携推進部門長

副センター長

(兼）看護職員
採用担当課長

副センター長

(兼）医学・病院
統括部職員課長

担当係長

(兼）医学・病院
統括部職員
担当係長

横浜市立大学附属２病院と横浜市立大学医学部看護学科

との連絡協議会 
 

附属病院長         市民総合医療ｾﾝﾀｰ病院長 

医学・病院統括部長  市民総合医療ｾﾝﾀｰ病院管理部長   

附属病院看護部長     市民総合医療ｾﾝﾀｰ看護部長   

看護学科長 

市民総合医療センター総務課及び福浦キャンパス学務・教務課においては、医

学・病院統括部職員課と共に、事務局の一部を担うことで看護キャリア開発支援

センターの運営に関わっていきます。 

看護キャリア開発支援センターは規程に基づき、所掌業務の遂行のために   

以下の組織体制をとり、目的達成を図っています 

 



3  事業推進体制 (担当役割・機能及び会議等) 

 

 

 
 

 

事業推進体制における各担当者の役割と機能 

 

担 当 役 割・機 能 

【センター長】 

 

１ 看護キャリア開発支援センター事業の統括 

２ 看護職員の採用確保 

(1) 採用・募集活動の強化 

(2) 離職防止・定着促進 

(3) ２病院及び看護学科との連携強化推進 

３ 看護キャリア開発促進 

  ２病院合同教育推進 

４ 発生する諸問題の検討と解決 その他必要事項 

 

【副センター長】 

附属病院 教育・臨床実習担当副

看護部長、市民総合医療センター 

教育・実習担当副看護部長 

看護学科連携推進部門長 

 

【担当係長】 

教育担当看護師長(附属２病院) 

１ 各病院における看護キャリア開発促進に向けた教育 

プログラムの企画・運営・評価 

２ 附属２病院・看護学科合同教育プログラムの企画・ 

運営・評価 

【副センター長】 

 看護職員採用担当課長 

 

１ 看護師確保に関する戦略計画と募集活動実施・評価 

２ 学生支援部門長と共に学生の就職に関する看護学科内

の促進活動 

３ 看護キャリア開発支援センターのスケジュール及び 

進捗管理 

【副センター長】 

 職員課長 

 

【担当係長】 

 職員担当係長 

１ 採用・募集対策の策定と人員計画 

２ 在籍者の働く環境改善・定着促進のための方策 

３ 看護キャリア開発支援センターの庶務機能・情報管理等 

【スタッフ】 

看護師採用担当 

 

1 看護師確保に関する計画・実施・評価と予算管理 

2 看護キャリア開発支援センターの庶務機能・情報管理等 

日常は各組織で事業を展開していますが、２病院と看護学科のメンバーが定期

的に会議を持ち、横浜市立大学の看護職員キャリア開発について事業展開や課題

等について検討をしています。看護キャリア開発支援センターが統括して、看護

学科と２病院共同で進める事業及び病院ごとに進める事業などを展開します。 

 



事業推進体制における会議・関連ワーキング 

会議名 目 的 定例会 メンバー 

連絡協議会 

 

2 病院と看護学科の連携を強

化し、センターの目的達成を目

指すための諸問題の検討と解

決を図る 

年 2～3 回 2病院病院長及び看護部長 

看護学科長 

医学病院統括部長 

看護キャリア開発

支援センター運営

会議 

センター事業の進捗及び関連

する諸問題を解決し、スムーズ

なセンター事業の推進を図る 

月 1 回 センター長 

副センター長(兼) 5 名 

担当師長(兼) 2 名、 

係長(兼)1 名、 

職員担当職員(兼)1 名 

 

事務局ミーティ

ング 

スムーズな事業進行のための

年間・月間・週間・日毎スケジ

ュール管理を行う。 

所管業務の進捗管理、情報の共

有を行う。 

看護師確保及び定着促進に関

連した諸問題を検討する。 

火曜 AM 

 

センター長 

職員課長、看護職員採用担

当課長 

職員課担当係長 

実習指導者講習

会 WG 

神奈川県看護師・助産師・保健

師対象指導者講習会の企画・実

施・評価 

月 1 回 看護学科教員 複数名 

副センター長(2 病院、看護学

科) 

担当師長 2 名 

看護学担当係長 

学務教務課職員 

 

看護職員確保と

定着促進「看護学

科生の就職支援

と定着促進 WG」 

 

 

看護学科・附属 2 病院が協働し

て、学生の段階からキャリア支

援を行い、就職支援、職場適応

支援、キャリア開発支援につな

がる支援の在り方を検討する。 

看護学科卒業生に関する情報

共有を定期的に行う。 

 

年 5～6 回 

議題 によ り

調整 

看護学科学生支援部門長 

附属２病院 総務担当副看

護部長 

副センター長(看護職員採用

担当) 

広報誌「ニュース

レター」WG 

 

 

 

 

看護キャリア開発支援センタ

ーの活動や看護学科・附属 2

病院の連携について広報誌を

作成し広報活動を行う。 

スケ ジュ ー

ルにより、会

議と メー ル

会議 

副センター長(附属 2 病院、

看護学科、職員課)及び推薦

者 

 

 

 



4  看護キャリア開発支援センターの目指す方向性 

 

 

 
人材育成の方向 

１ 横浜市 

  本学の設立団体である横浜市では、「横浜市人材育成ビジョン」を制定し、『ヨコハマを愛し、

市民に信頼され、自ら考え行動する職員』を求められる職員像として定め、人材こそが最も有

用な経営資源であるとの基本的な考え方の下に人材育成に取り組んでいます。取組の方向性は、   

① ＯＪＴを人材育成の基本に据え、職務遂行上のあらゆる機会を捉えて全ての職員が人材育成

に取り組む組織風土を醸成すること 

② 人事異動・人事考課・研修が連携した人材育成の仕組みにより、主体的にキャリア形成、能

力開発に取り組むこと 

③ コミュニケーション能力や実務能力を高め、職員に応じた役割を発揮できるよう役割を明確

にすること 

④ 民の目線に立ったおもてなしの行政サービスの提供を考え、市民との協働する姿勢を明確に

すること 

などとし、具体的な人材育成の取組が継続・発展していくこと明示しています。 

 

２ 横浜市立大学 

  本学は平成 17年度に独立法人化し、法人共通の求められる教職員像として、危機感を備え

た職員、責任感を備えた職員、一体感を備えた職員として掲げ、職員人材育成の基本となる「人

材育成プラン」を策定しています。本学では人材育成の方向性として、３つの視点を軸として

います。 

①キャリア形成支援 

 職員の到達目標の意識付けと成長が実感できるように、研修、人事異動、昇任を有機的に展

開していく。 

②ワーク・ライフ・バランス 

  職員の満足度の向上と生産性の向上を同時に達成していくために、メンタルヘルス対策の推

進、超過勤務の適正化、産育休職員自身と職場に対する支援策を講じていく。 

③貢献に応える取組み 

  職員のモチベーションを維持、向上させていくため、人事考課の効果的な実施、資格取得に

かかる支援、職員表彰制度の実施に取り組んでいく。 

  なお、「人材育成プラン」は現在改定に向けて検討が進められています。 

 

３ 看護キャリア開発支援センターが考える人材育成 

  神奈川県内で唯一の公立大学附属病院として医学部看護学科との連携の下に、卒前教育から

入職後の生涯教育まで一貫したキャリア開発の企画立案と職員個々の学習と成長を強力に支

援していきます。 

  自律的に専門職としてのキャリア発達に努めながら、多職種協働が実践できる看護職の育成

を目指していきます。 

キャリア開発支援センターは、誰もが輝く横浜において、専門職としての 

キャリアを、自ら発達させ、開発する能力を育む（ステップアップする） 

とともに、皆さんの情熱に全力で応え、サポートします！ 



5  横浜市立大学が考えるキャリア開発支援プログラム(CDP) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6  附属 2病院と看護学科の連携 
 

 

 

 

【教育連携】 看護師が看護学科の授業、実習を、教員が附属 2病院看護部の研修を支援し、相

互の教育的役割を担っています。 

 

【相互研修】 教員が臨床現場で研修を行い、臨床実践能力の維持や向上を図っています。また、

臨床実習指導者や教育担当者が看護学科の授業参加や、教員との合同研修を通し

て、看護学生の教育状況や教員の役割などの理解を深めています。 

 

【研究支援】 看護実践の改善、及び研究に取り 

       組む力を高めるために、相互の研 

       究活動の推進を図っています。 

       その一環として、教員による研究 

       指導や教員との共同研究、看護研 

       究発表会を開催しています。 

 

【人事交流】 附属 2病院に勤務する看護師が、 

       個々の能力を最大限に発揮し、臨 

       床実践能力の更なる向上を図るこ 

       とを目的に、計画的に附属 2病院 

間の人事交流を目指します。 

日本看護協会の 

クリニカルラダーの 

活用について、 

検討を行っています。 

キャリア開発支援センターを軸に、附属 2病院看護部と看護学科の相互の臨床実践能力、

教育研究能力を活かした連携を図っています。 

キャリア開発を具体化するための方法とし

て、組織で取り組む人材育成プログラムの

ことです。 

臨床実践能力を、「看護サービス実践能力」

「マネジメント能力」「人間関係能力」「教

育・研究能力」に分類し、5 段階に分けた

段階別到達目標に基づき評価し、能力開発

をすすめます。 



 

 

 

 

 

 

Ⅱ 看護キャリア開発支援センター 

平成 27年度目標・評価 

平成 28年度目標・評価 

 

 

 

 

 

 

              



1  平成27年度 看護キャリア開発支援センター目標・年間計画

会議日程 ①4月30日（木） ④8月12日（水） ⑦11月2日（月） ⑩2月5日（金）

②6月1日（月） ⑤9月7日（月） ⑧12月4日（金） ⑪3月7日（月）

③7月8日（水） ⑥10月5日（月） ⑨1月15日（金）

連絡協議会 連絡項議会 連絡協議会

担当 目標 下位目標 重要業績評価指標 アクションプラン ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 評価 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 実績
(１)-1　ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ抽
出のためのﾋｱﾘﾝｸﾞ
(1)-2.　募集活動の反
応確認(ﾃﾞｰﾀ分析）
(1)-3　採用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ改
訂
(2)-1　退職状況の分析
(2)-2　新採用看護職の
育成状況確認

165名確保
(充足率101%)

(3)-1　WG隔月開催
(3)-2　進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽへ
の参加（4年次・3年次）
(3)-3　OCへの参加 看護学科生就職

率55.7%！！

2-1新採用
看護職員教
育と看護師
のキャリア
支援
2-2看護管
理者のキャ
リア支援

（1)-1　看護職員の合同
教育の必要性とテーマの
検討
(1)-2　キャリア支援の考
え方について情報共有・
検討

（2)管理者の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
の検討(新任者及び継続
者）

(1)-1プログラム
実施後の評価
(1)-2　未定

(2)管理者教育の
実施：
①副看護師長研
修
②新任看護師長
研修
実施後評価

(1)-1 副看護師長研修企
画・実施・評価
(1)-2 他の研修について
検討
(1)-3 次年度計画新任係
(1)-4 キャリア支援につい
ての考え方検討計画
長･主任研修企画実施

(2)-１ 新任看護師長、看
護師長、看護管理者のラ
ダー

研修参加人数
のべ232名

3-1附属2病院
と看護学科と
の連携を図り
看護師の教育
力向上と学生
の教育環境向
上をめざす

3-2実習指導
力向上:実習指
導者講習会開
催

（1)定例会議を通じて、諸
問題の解決を図る
（2)連携強化のための新
たな方法を検討→＊学科
生に関しては、1．の項へ
(3)実習指導者の育成
実習指導者講習会の企
画・実施・評価

(1)教育指導者研
修の実施・評価
について共有
(2)看護学科と2
病院のパス
(3)実習指導者受
講状況

(1)-1　ちらし作成
(1)-2　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ設置

(1)-3　ﾆｭｰｽﾚﾀｰ発行

　

センター開設にあたり以下の内容について重点的に活動する
１． 2病院の看護の強みを明確にし、各セクションがより意識的に特徴を表現することを通して、看護
師確保と定着促進を図る。
２．リーダー層のマネジメント基礎力向上のための研修を企画・実施し、看護の知の特徴を理解して看
護できることを支援する。
３．2病院及び看護学科の連携強化によって実現した臨床指導者講習会を全面的に支援する。
４．広報活動を積極的に行い、センターの存在と活動の周知を図る。

広
報
チ
ー
ム

４．広報
（５看護師の
ワークライフバ
ランスの推進）

(1)ｾﾝﾀｰ新設の広報
〇ちらし作成
〇ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ開設
〇ﾆｭｰｽﾚﾀｰ発行※

(１)ちらし､ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞの反響

キ
ャ
リ
ア
支
援
チ
ー
ム

確
保
と
定
着
促
進
チ
ー
ム

１．看護職員
確保と定着
促進

（１）看護職必要数の確保
〇募集活動の実施
〇横浜市立大学のアピー
ルポイントの明確化
〇学生に選ばれる病院
作りに向けた課題整理と
対策検討
〇採用確保事業結果の
分析、及び次年度計画策
定

（２）)定着促進
〇2病院の離職状況の分
析
〇新採用看護職研修へ
の参加（ｾﾙﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研
修）

（ ）学科生 就職支援と

(1)必要数の確保
(2)離職率の低下
(3)学科生へ採用
数増加

28年3月
ﾆｭｰｽﾚﾀｰ
発行
HPﾘﾆｭｰｱﾙ

ﾋｱﾘﾝｸﾞ まとめ

看護学科生キャリア支援WG開催（隔月）

看護学科主催イベント参加、及び各イベント開催情報の発信

4年進路

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

3年進路

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

OC出展

29年4月採用者向け広報活動実施

（28年4月採用）採用確保事業の実施と評価、分析

（29年4月採用）採用確保事業計画立案、予算編成

新採用看護職員の育成状況確認と、附属2病院看護職員の退職数集計・要因分析

（29年4月採用）パンフレット全面改訂

←校正→ 印刷 発行

「ニュースレター ～輝くYCU～」発行に向けたWG開催（3組織担当者が内容作成）

◎新採用離

職率11%

前年度比
集客：1.3倍
資料請求：3倍

春期イベント

情報発信
夏期イベント

情報発信

見積・校正・印刷

メンテナンス・更新
準備・作成・開設

合同教育の必要度の高いテーマ検討

6/29看護師長研修

所掌業務遂行上の諸問題検討、解決

← 講習会開催 → 評価・次年度計画 ・
準備・広報

9/28副看護師長研修

研修評価・次年度研修計画の検討

センター運営会議にて年間企画・運営・実施・評価

5/21
合同研修に

ついて検討

4/30
日程と担当

役割について

検討

5/21
選考基準の

検討

役割・応募

状況確認

講習会開催通知・募集・諸手続き

8/3開講式 12/14閉講式

9/14看護師長研修
12/14看護師長研修

副看護部長
合同検討会
開催(1/27・
28)のべ19名

8/3～12/14開講
受講生：38名
内容：e-learning・
講義・演習・臨地
実習

7月：広報誌発行
HP開設



目標 活動内容 評価と課題
１．看護職必要
数の確保
１）募集活動の
実施
２）28年度採用
確保事業計画の
立案と予算編成
３）アピールポ
イントの明確化
４）看護学科と
の協同

1)確保事業の実施と評
価
①合同就職説明会、学校
訪問など定型事業の企
画・実施
(2月～11月)
②27年度事業評価を基に
した28年度計画策定(11
月)
③職員アンケート実施
(12月)
④看護学科生の就職支援
と定着促進WG(年6回開
催)
⑤28年度確保事業の並行
実施　(28年2月～)

1)事業実績　　別紙資料あり
合同就職説明会出展：8会場（対応学生数のべ243名
→受験15名）
学校主催病院説明会：13校（大学11：専門2／対応学
生271名→受験10名）
合同病院見学会：6回開催（参加数143名→受験32
名）
学校訪問：40校→受験32名
2月の採用試験をもって166名(必要数163名)を確保す
ることができた。年々病院間競争が激化し、看護師
確保が厳しい時代に突入しているが、横浜市立大学
の認知度向上と優秀な人材確保に向けて、学外生対
象の修学資金貸与制度の活用と、採用対象者となる
母数集団の拡大を目標に、次年度確保事業を実施し
ていく。(2月より就職説明会、学校訪問、駅でのポ
スター掲載開始)
一方、看護学科生の就職率は過去最高の57.7%となっ
た。この就職率を維持、向上することが課題となる
が、当面は60%を目標に教員と協同していく。

２．定着促進 2)退職状況の把握
①退職データ集計(通
年)

2)定着促進
27年度退職数は154名で、1～5年目が48.7%、5～10年
目が26%、1年未満が11%を占めていた。退職理由は
「キャリア変更（主に転職）」「家庭の事情」「ラ
イフイベント」「継続困難」の順となっている。職
場に適応し、長く働き続けるためにも、職員アン
ケート結果を踏まえた研修や支援体制の強化だけで
なく、3拠点間の人事交流、研修派遣制度の充実が重
点課題となる。

１．新採用看護
職員教育と看護
師のキャリア支
援及び実践能力
の向上
1) 看護職の合同
教育についての
必要性の検討と
年間教育プログ
ラムの策定

1)看護職の研修企画・
実施
①2病院合同副看護師
長研修
・9/28PM半日研修
・センター病院にて64
名参加

1)研修実施状況
①副看護師長研修
「部署の問題解決に向け、主体的に行動するための
基礎知識を得る」ことを目標とした。講義では、組
織役割、マネジメントの意味、看護管理におけるマ
ネジメントサイクルとTQM等、看護管理の基本的知
識・理論等、充実した内容であった。GWでは看護管
理事例の検討を行い、理解を深めた。時間的制約が
ある中で、副看護師長として部署の問題をどのよう
に考え、理論に基づきどのように対処するのかなど
活発な意見交換となっていた。新任の副看護師長は
全体の約3割だったが、それぞれの経験を活かし積極
的に意見交換できていた。アンケートでは「時間が
少なく、難しかった」「講義内容は興味深く、もっ
とじっくり長い時間聞きたかった」等の記述が見ら
れたが、90％以上の者が「理解できた」「ほぼ理解
できた」としていた。

2  平成27年度看護キャリア開発支援センター　目標・評価　  平成28年3月9日

看
護
師
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

（

管
理
者
含
む
）

看
護
職
員
確
保
と
定
着
促
進

広
報

１．看護キャリ
ア開発支援セン
ター開設のア
ピール

1)広報誌発行とHP開設
(7月)
2)ニュースレター発行
とHPリニューアル（28
年3月）

キャリア開発支援センター広報誌を7月に作成し、同
様の内容をホームページにも掲載した。年度末に掛
けて、1年間の活動実績をまとめたニュースレターを
作成し、関係各所に配布する予定。併せてHPもリ
ニューアルするため、次年度は、タイムリーに情報
を発信し、より注目度を上げていく。

27年度目標
1 各セクションの強みの明確化、看護師確保と定着の促進
2 リーダー層のマネジメント基礎力向上のための研修
3 臨床指導者講習会の全面的支援
4 センターの存在と活動の周知



「管理が身近に感じた。」「看護管理の視点をどの
ように持てば良いか知識を得た」と、看護師長の補
佐として、看護管理を意識しながら参画するための
必要なスキル獲得の必要性を再認識できていた。研
修のニーズは高いため、テーマを継続し、研修時
間・回数・方法等を検討していく。

②マネジメント研修
「看護の知の見える
化・概念化」研修
附属病院；1回10/6，2
回11/10，3回12/8開催
受講者延べ84名(看護
学科6名含む)、
センター病院；1回
11/12， 2回12/9，3回
1/27開催　受講者延べ
84名

②「看護の知の見える化・概念化」研修「看護現場
学を通して、自分が大切にしてきた看護を言語化す
るプロセスを学び、看護の本質や、やりがいを見出
していく方法について考える」ことを目的として、
附属2病院で各々3回シリーズの研修を実施した。業
務終了後の研修だったが、各回継続して参加できて
おり、研修意欲の高さが感じられた。研修後アン
ケートより、看護現場学の理解、医療・看護の質に
ついて考えることが出来ていた。次年度も同様開催
の要望がきかれており、継続開催としたい。

2)管理者の教育
プログラムの検
討(新任者及び継
続者)

2)新任看護師長研修
①27年度新任看護師長
研修の実施
②28年度新任看護師長
研修の企画

2)新任師長研修
①別紙「平成27年度新任師長研修・報告書」参照
②別紙「平成28年度新任師長予定者研修・企画書」
参照
今後、新任師長のキャリア支援プログラム及び研修
企画書案を作成予定。

3)キャリア開
発・キャリアパ
スについての検
討

3)キャリア開発・パス
についての検討
①ジェネラリストの育
成について
※2病院副看護部長合
同検討会1/27、28

3)ジェネラリストの定義について
2病院の副看護部長が、ジェネラリストの定義につい
て意見交換を行った。検討内容を参考に、ジェネラ
リストの定義と基盤教育の枠組み（案）を作成し、
「看護キャリア開発支援センター概要」に組み込む
予定。次年度は、日本看護協会が示す「看護師のク
リニカルラダー」との整合性を検討していく。

２．実習指導力
の向上

1)実習指導者講習会の
企画・実施・評価
（WG17回開催）※神奈
川県からの委託事業
(別紙報告書あり)

1)講習会実施状況
期　間：平成27年8月3日～12月14日
受講数：38名
内　容：e-learning・講義・演習・臨地実習
2)実施評価
神奈川県実習指導者育成事業として、本講習会は実
施された。事業委託決定から開講までが短時間だっ
たため、十分な広報ができなかったが、WGﾒﾝﾊﾞｰの積
極的な働きかけにより、ほぼ定員に達する応募人数
となった。アンケート結果より、机上での学習方法
は多岐に亘り、戸惑う意見もあったが、臨地実習か
ら得た指導者の役割理解や学びの活用に対する満足
度は高かった。次年度も、実習指導者の育成に向け
た実践的な授業の展開や、教育環境の整備の継続が
課題となる。
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3  平成28年度 看護キャリア開発支援センター目標・年間計画

会議年間予定①4月27日（水） ④7月20日（水） ⑦10月24日（月） ⑪2月22日(水)

②5月25日（水） ⑤8月24日（水） ⑧11月21日（月） ⑪2月22日(水)

③6月29日（水） ⑥9月21日（水） ⑨12月21日（水） ⑪2月22日(水)

連絡協議会 連絡協議会 連絡協議会

担当 下位目標 重要業績評価指標 アクションプラン ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 評価 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 実績 

(１)-1　ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ抽出のためのﾋｱﾘﾝ
ｸ・データ収集
(1)-2.　募集活動ﾃﾞｰﾀ分析
(1)-3　採用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ改訂
(2)-1　退職状況の分析
(2)-2　新採用看護職の育成状況確認
(2)-3 職員アンケート実施とフィード
バック
(2)-4　ＷＬＢ推進に向けた課題の明確
化と取組

採用者数211名
　必要数(210名)
　
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ集客　前年2倍
資料請求 前年2.4倍
インターン参加1.7倍

3/8～3/28
地下鉄6駅でポスター掲示
新採用者　離職率

(3)-1　WG隔月開催
　　課題の明確化と取組
(3)-2　進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽへの参加（4年次・3
年次）
(3)-3　OCへの参加

学科生
H29年4月入職68名
就職率62.4%
( 前年61名　59.2%)

加えて　進学者6名
(H30年度入職予定5名)
(H31年度入職予定1名)

2-1新採用看護
職員教育と看
護師のキャリ
ア支援
2-2看護管理者
のキャリア支
援

（1)-1　看護職員の合同教育の必
要性とテーマの検討
(1)-2　キャリア支援の考え方につ
いて情報共有・検討
（2)管理者の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの検討
(新任者及び継続者）

(1)-1プログラム実施後の評
価
(1)-2　未定
(2)管理者教育の実施：実施
後評価
①副看護師長研修
②新任看護師長研修
③看護管理者研修

(1)-1 副看護師長研修企画・実施・評価
(1)-2 他の研修について検討
(1)-3 次年度計画
(1)-4 キャリア支援についての考え方検
討計画
副看護師長･新任師長研修企画実施
(2)-１ 新任看護師長、看護師長、看護
管理者のラダー

副看護師長研修
　67名参加

新任看護師長研修
　新任看護師長2名参加

看護の知の見える化・概念化
研修㋝13名(のべ39名)参加

3　看護師の特
定行為研修導
入の検討

(1)各病院の活動状況把握
(2)日本看護協会等の特定行為研修
への職員派遣
(3)特定行為研修に関する周知と方
向性を共有
(4)手順書、実習協力施設などの検
討
(5）研修施設準備の検討

(1)　各病院の特定行為
研修受講状況・ＰＪの共
有
(2)　キャリア支援セン
ターとしての活動方向性
の決定

(1)　特定研修の受講、今後の活用予定
における課題抽出
(2)　(1)をもとにした横浜市立大学中期
計画に基づいた計画・取り組み
(3)　特定行為修了者活動状況・研修機
関の見学

特定行為　各1名ずつ
研修受講状況情報共有

4 日本看護協
会のクリニカ
ルラダーと本
施設のＣＤＰ
との整合

（１）日本看護協会の報告内容を
理解し、現場での活用を検討する

(1)　日本看護協会のクリニ
カルラダーの共有
(2)　各病院の検討状況共有
(3)　2附属病院での共通事
項と特性を活かしたラダー
試作
試行につなげる

(1)　日本看護協会のクリニカルラダー
の共有
(2)　ラダーに照らし合わせた各施設に
おける課題抽出・共有
(3)　ジェネラリスト教育体系、ラダー
(案）作成

ジェネラリスト育成の考え方
(冊子)

5-1  附属2病院
と看護学科との
連携を図り看護
師の教育力向上
と学生の教育環
境向上をめざす
5-2実習指導力向
上:実習指導者講
習会開催

（1)定例会議を通じて、諸問題の
解決を図る
（2)連携強化のための新たな方法
を検討→＊学科生に関しては、1．
の項へ
(3)実習指導者の育成
実習指導者講習会の企画・実施・
評価

(1)教育指導者研修の実
施・評価について共有
(2)看護学科と2病院のパ
ス
(3)実習指導者受講状況

8/1～12/14
講習生３４名

e-learning、講義、臨地実習

6．広報 (1)ｾﾝﾀｰ新設の広報
〇説明用冊子作成
〇ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実
〇ﾆｭｰｽﾚﾀｰ発行※

(１)ポスター､ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
の反響

(1)-1　ポスター・冊子作成
(1)-2　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼの充実
(1)-3　ﾆｭｰｽﾚﾀｰ発行

HPリニューアル3月末予定
2年間実績まとめ(年報)

ニュースレター第２号　　3
月発行予定

7. キャリアデ
ザイン

8.多職種連携

(1)「キャリアデザイン」について
の活動と方法の検討と活動実施
〇「キャリアデザイン」の定義文
章化
〇研修企画・実施

(1)「多職種協働」についての研修
企画・実施

「キャリアデザイン」研
修

助産師(ラダーⅢ)対象者
への「多職種協働」研修
全職種を対象とした「多
職種協働」研修

7(1)-1　「キャリアデザイン」について
の考え方文章化
(1)-2 研修企画・実施・評価
(1)-3 次年度計画
8(1)-１ 「多職種協働」研修企画・実
施・評価
(1)-2次年度計画

キャリアデザイン研修
㋫8/8
   CDP3以上22名参加
㋝5～6月
　助産師22名参加
　CDP2以上15名参加

多職種協働研修
　㋝12/5   42名参加
　㋫1/18   61名参加
　

センター開設、2年目として充実を図る
27年度目標の継続に加え、
1．特定看護行為の導入の検討
2．日本看護協会のクリニカルラダーと本施設のＣＤＰとの整合性を図る。
3．教育体系に通底する「キャリアデザイン」についての活動と方法について検討し、活動を開始
する。
4．ジェネラリストの基盤教育のプラットホームとしてのキャリア開発支援センター版を完成する。
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１．看護職員
確保と定着促
進

（１）看護職必要数の確保
〇募集活動の実施
〇横浜市立大学のアピールポイントの明
確化
〇学生に選ばれる病院作りに向けた課題
整理と対策検討
〇採用確保事業結果の分析、及び次年度
計画策定
（２）)定着促進
〇2病院の離職状況の分析
〇全看護職員へのアンケートによる確保
力強化と定着促進(離職抑制)
〇WLBの推進
〇新採用看護職研修への参加（ｾﾙﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄ研修）
（３）学科生の就職支援と定着促進（WG
活動）
　

(1)必要数の確保
(2)離職率の低下
(3)学科生の採用数増加

ﾋｱﾘﾝｸﾞ まとめ

看護学科生キャリア支援WG開催（隔月予定）

看護学科主催イベント参加、及び各イベント開催情報の発信

4年進路

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

3年進路

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
OC参加

30年4月採用者向け広報活動実施採用確保事業の実施と評価、分析

採用確保事業計画立案、予算編成

新採用看護職員の育成状況、附属2病院看護職員の退職数集計・要因分析

（30年4月採用）パンフレット部分改訂

←校正→ 印刷 発行

ニュースレター発行に向けたWG開催（3組織担当者が内容作成）

春期イベント
情報発信

夏期イベント

情報発信

見積・校正・印刷

メンテナンス・更新
準備・作成

合同教育の必要度の高いテーマ検討

6/20 新任師長研修

所掌業務遂行上の諸問題検討、解決

← 実習指導者講習会開催 → 評価・次年度計画・

準備・広報

10/5 副看護師長研

評価・次年度計画の検討

センター運営会議にて年間企画・運営・実施・評価

4/27
日程と担当

役割について

検討

5/末

選考基準の

検討

役割・応募

状況確認

講習会開催通知・募集・諸手続き

8/1開講式
12/14閉講式

9/12新任師長研修 12/12新任師長研修

職員アンケートの実施・フィードバック職員アンケート計画

全職種対象
「多職種協働」研修

新採用者対象

多職種協働研修

助産師対象

キャリアデザイン研修

5・6月 センター病院

キャリアデザイン
研修 附属病院

評価・次年度計画の検討

キャリアデザイン研修

看護の知の見える化研修

10月・11月 センター病院

各施設の取組共

有・課題整理

見学施設の選定、見学

中期計画の立案

日本看護協会総会参加 情報収集

各施設の取組共有・課題整理

ラダー検討、試作 ラダー案試行、評価

研修企画

WLBについて課題の明確化 看護部との検討 取り組み 評価



目標 活動内容 期末期評価

１
看
護
職
員
確
保
と
定
着
促
進

１）看護職必要数の
確保
⑴募集活動の実施
⑵アピールポイント
の明確化
⑶学生に選ばれる病
院作りに向けた課題
整理と対策検討
⑷採用確保事業結果
の分析、及び次年度
計画策定・予算編成

２）定着促進
⑴2病院の離職状況
の分析
⑵全看護職員へのア
ンケートによる確保
力強化と定着促進
(離職抑制)
⑶WLBの推進
⑷新採用看護職研修
への参加（ｾﾙﾌﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ研修）

３）学科生の就職支
援と定着促進（WG活
動）

 

１)-(1)(4)➀ガイダンス・
学校訪問等定例事業の企
画・実施(2月～1月)、②Ｓ
ＭＳ職員アンケートの実
施・分析(9月～12月)、各
病院のＰＲに活用、③評価
を基に次年度活動計画の策
定(12月)④看護学科生の就
職支援ＷＧ(5回実施)④
次々年度に向けた定例事業
の平行実施
1)-(2)ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ抽出のた
めのﾋｱﾘﾝｸ・データ収集
1)-(3)採用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ改訂
2)-(1)退職状況の分析
・新採用看護職の育成状況
確認
2)-(2)職員アンケート実施
とフィードバック
2)-(3)ＷＬＢ推進に向けた
課題の明確化と取組
3)-(1)WG隔月開催
課題の明確化と取組
3)-(2)進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽへの参
加（4年次・3年次）
3)-(3)OCへの参加

1看護職必要数の確保
H29年4 月入職内定者212名確保(必要数210)。ただし、セン
ター病院：辞退により必要数マイナス1名。 特に定例事業
による母集団の増加、いつでも・随時インターンシップか
らの受験者増加、他学修学資金開始による学校推薦者の増
加が、成果に繋がった。
2定着促進
看護職員アンケートを2年間実施し、より2病院の強みが明
確になった。強みの共有・認識を図るともに広報にも活用
する。アンケート結果をまとめ、2病院看護部副センター長
より自組織へフィードバック。各組織でさらに詳細の分析
を加えながら、結果の活用、課題取組を進めている。SMSア
ンケートについては今年度で終了。次年度､WLB推進に向け
本学・2病院の活動とリンクした取り組みが行えると良い。
3看護学科生
看護学科生についてはＷＧによる3拠点間の情報共有と、連
携した就職支援活動を実施。修学資金の貸与返還規定を進
学状況に合わせた内容に変更、イベント参加推進、希望病
院・部署の意向確認の実施、3年次修学資金貸与追加募集を
タイムリーに実施する等、の取り組みを行った。結果とし
て、看護学科生の入職・修学資金貸与者増加に繋がり、今
年度、就職率が初めて60％を超えた。今後も教員と協働
し、実習病院・就職病院としての大学附属２病院の強みを
ＰＲしていく。次年度は新採用者数が多いため、その育成
と支援体制が重要。

2
看
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

1)新採用看護職員
教育と看護師の
キャリア支援及び
実践能力の向上
(1)看護職員の合
同教育の必要性の
検討とテーマの策
定
(2)キャリア支援
の考え方について
情報共有・検討

2)管理者の教育ﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑの検討(新任
者及び継続者）

1)-(1)
① 副看護師長研修企
画・実施・評価
　
②新任師長研修企画・実
施・評価
③他の研修について検討
④次年度計画
1)-(2)
①キャリア支援について
の考え方検討計画

2)-１看護管理者のラ
ダー検討

・副看護師長研修は、10月実施、両病院併せて67名参加、
看護学科教員より人材育成をテーマとした講義、グループ
ワークを実施した。自分のキャリアアンカーの確認をしつ
つ、キャリア開発という視点から組織・部署における人を
育てることはどういうことか講義を受け、人材育成におけ
る基本的知識を得ることが出来た。部署課題の抽出、両病
院の人事交流、情報交換という点ではグループワークの時
間と事後課題へのフォローが不足しており、来年度の課題
とする。
・新任看護師長研修は3回合同で開催し、看護管理に必要な
基本的知識の学習機会とした。臨床現場の管理行動を振り
返り、できていることの承認と取り組み課題を明らかにし
ながら新任看護師長の支援を行った。2附属病院合同研修を
行い、交流を図ることは視野や思考が広がりセルフマネジ
メントにも有用である。継続した研修機会や交流場面の設
定は検討が必要である。
・各病院でマネジメントラダーの検討を行った経緯がある
が、優先順位からジェネラリスト育成の基本的な考えを今
年度取り組んだため、取組については一時保留とした。来
年度これらの考え・基本構成等を活かし、看護管理者の
キャリア支援、マネジメントラダーを継続検討とする。

4  平成28年度 看護キャリア開発支援センター目標・評価  　H29年2月22日

センター開設、2年目として充実を図る
27年度目標の継続に加え、
1．特定看護行為の導入の検討
2．日本看護協会のクリニカルラダーと本施設のＣＤＰとの整合性を図る。
3．教育体系に通底する「キャリアデザイン」についての活動と方法について検討し、活動を開始
する。
4．ジェネラリストの基盤教育のプラットホームとしてのキャリア開発支援センター版を完成す
る。



3
特
定
行
為
研
修
の
導
入

1)特定行為研修導入
の検討
(1)各病院の活動状
況把握
(2)日本看護協会等
の特定行為研修への
職員派遣
(3)特定行為研修に
関する周知と方向性
を共有
(4)手順書、実習協
力施設などの検討
(5）研修施設準備の
検討

(1) 特定研修の受講、今後
の活用予定における課題抽
出
(2) (1)をもとにした横浜
市立大学中期計画に基づい
た計画・取り組み
(3) 特定行為修了者活動状
況・研修機関の見学

・特定行為研修は、自施設が実習病院として認定さ
れ、現在2名が実習を開始している。両病院ともに特
定行為に関する・プロジェクトや委員会を立ち上げて
おり、当センターではそれぞれの取組についての情報
共有を図った。そのうえで中長期目標である特定行為
の研修機関の準備に向け、看護キャリア開発支援セン
ターだけでなく、大学全体として特定行為に関する議
論が必要であり、来年度はその検討の場・組織化が課
題である。

4
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ

ダ
ー

と
Ｃ
Ｄ
Ｐ
と
の

整
合

1)日本看護協会の報
告内容を理解し、現
場での活用を検討す
る

(1) 日本看護協会のクリニ
カルラダーの共有
(2) ラダーに照らし合わせ
た各施設における課題抽
出・共有
(3) ジェネラリスト教育体
系、ラダー(案）作成

・昨年度のジェネラリスト育成のたたき台をもとに、キャ
リア開発・ベナー理論・基礎教育からの継続教育等の特徴
を活かせるよう、検討。現行のＣＤＰを基本としたジュネ
ラリスト育成の基本的考えをまとめ、これらを今年度中に
広報・周知する。来年度はこれらをもとに、2病院看護部・
看護学科の検討を継続する。

5
実
習
指
導
力
向
上

1)附属2病院と看護
学科との連携を図り
看護師の教育力向上
と学生の教育環境向
上をめざす
2)実習指導力向上:
実習指導者講習会開
催

(1) 定例会議を通じて、諸
問題の解決を図る
(2) 連携強化のための新た
な方法を検討→＊学科生に
関しては、1．の項へ
(3) 実習指導者の育成
実習指導者講習会の企画・
実施・評価

今年度2年目の開講。平成28年8月1日より12月14日まで、34
名が受講。昨年度の評価をふまえ、eラーニングの科目配置
を対面授業と並行させて実施。授業との関連を十分にオリ
エンテ―ションする等工夫した。また、グループメンバー
の組み換えを行ったことで、様々なメンバーでのディス
カッションが可能となり、高い教育効果が得られた。実習
環境としての満足度も高く、実習後の3観によるリフレク
ションと講義で実習に対する理解を深めることが出来てい
た。各科目の講義演習・実習とeラーニングとの関連性につ
いては次年度も継続して相互の有機的なつながり・流れを
作っていく必要がある。

6
広
報

1)ｾﾝﾀｰについての
広報

(1) ポスター・冊子作成
(2) ﾎｰﾑﾍﾟｰｼの充実
(3) ﾆｭｰｽﾚﾀｰ発行

・当センター発足後2年となるため、位置づけや活動等の概
要説明と共に、2年間の活動実績報告書(年報)の作成を急遽
計画。発刊を持って、各組織・必要部署への活動報告・資
料とする。
・ホームページについては、2病院看護部のＨＰ作成の業者
に依頼し、年度内完成を目標にリニューアルを進めてい
る。使いやすさ、見やすさを重点に、活動のPR、看護部と
のリンクが出来るよう修正していく。
　次年度、HPの内容更新方法、担当について検討し、タイ
ムリーなニュースの発信、センターの周知と活用が図れる
ようにしていく。
・今年度の活動のトピックスをまとめたニュースレター第
２号を編集中である。3月には関係各所に配布する。次年度
の実績報告書・ニュースレターの発刊については検討し計
画的に進める。

7
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン

1)「キャリアデザイ
ン」についての活動
と方法の検討、活動
実施
「キャリアデザイ
ン」の定義文章化
研修企画・実施

(1) 「キャリアデザイン」
についての考え方文章化
(2) 研修企画・実施・評価
(3) 次年度計画
　

各病院の対象ニーズに応じて、キャリアデザイン研修が各
病院の教育研修プログラム内で実施された。CDPの重要な要
素であるため、来年度はキャリアデザインの定義や研修の
進めかた等、センター長の講義資料を基にまとめ、課題検
討や提言・提案できると良い。

8
多
職
種
連
携

1)「多職種協働」に
ついての研修企画・
実施

(1)「多職種協働」研修企
画・実施・評価
(2)次年度計画

・センター病院
  12/5実施、42名参加
・附属病院
  1/18実施、61名参加

各病院で1回ずつではあったが、医師も参加し全職種を対象
とした研修を実施することが出来た。今年度は初回の年で
あったため、先ずは「互いを知る」こと、そして「ＩＰＥ
＆ＩＰＷを知る」ことを目標とし、2病院併せて100名以上
の参加が得られた。看護キャリア開発支援センターが主催
で行い、安全管理や教職員研修委員会の共催で行ったが、
次年度以降のあり方については、要検討。病院を主体に、
当センターが共催の立場で行えるとさらに組織の中で発展
していけるのではないか。



 

 

 

 

 

 

Ⅲ 看護キャリア開発支援センター 

各種事業報告 

 

 

 

 

 

 

 

              



１ 看護職員確保と定着 1) 

附属 2病院看護職対象のアンケート調査について 

 

SMSキャリアの職員アンケート「FITNES」を使用(有料)し、平成 27年度・28年度の二回にわた

り、看護職員アンケートを実施した。 

 

１．調査目的 

横浜市立大学附属２病院に勤務する看護職の、就業意欲や職場満足など意識調査をすることで、

病院の魅力や強みを可視化し、確保力強化だけでなく、離職抑制にもつながる課題や、具体的な

キャリア支援の方向性を明確にする。 

また、看護キャリア開発支援センターの活動における基本データとする。 

 

２．調査方法 

 ①アンケート作成          

 ②配布・回収            

 ③分析             

 ④調査結果サマリー作成      SMSキャリアが集計・分析 

 ⑤基データと分析データの提供            

  

３．期待されるアウトプット 

①採用促進に活かせるアウトプット資料の作成 ⇒  広報の紙面「factseat」 

→ポジティブな情報を、職員が思う「良い・強み」として情報発信することができる。 

②キャリア支援に繋がる基礎データとして活用 

→他病院（約 150病院）のベンチマークデータとの比較により、相対的な魅力、離職課題を

抽出することができる。 

    →第 3者として調査することで、病院の実態が得やすくなる。 

 

４．実施 

  平成 27年度は 12月に調査を実施した。   

平成 28年度は 9月に調査を実施した。 

 

５. 結果 

  平成 27年度、平成 28年度実施の 2病院のアンケート結果(一部)を以下に掲載する。 



１看護職員確保と定着  2)  

平成 27年度 横浜市立大学附属２病院  看護職アンケート集計結果 

１．調査実施内容 

 ■実施期間：2015年 12月 

 ■実施方法：紙による質問票 

 ■回答方法：択一 またはフ リーコメント 

 ■回答者数：964名（看護師 920名、助産師 43名、未記入 1名） 

 

 

２．回答者属性（抜粋） 

 ■年代                    ■看護職としての経験年数 

 回答数 構成比   回答数 構成比 

20代 363名 38%  1年未満 62名 6% 

30代 257名 27%  1～3年 127名 13% 

40代 247名 26%  3～5年 124名 13% 

50代以上 95名 9%  5～10年 142名 15% 

無回答 2名 0%  10～20年 227名 24% 

計 964名 100%  20年以上 274名 28% 

    無回答 8名 1% 

    計 964名 100% 

３．2病院看護師の総合満足度 

【グラフ１】看護職の満足度平均値 （空欄箇所は設問なし）          4段階尺度（1～4点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．2病院看護師の就業価値観（働く上で最も重視することを 1つ選択）      
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附属2病院看護職の満足度

附属病院 センター病院



 

４．2病院看護師の就業価値観（働く上で最も重視することを 1つ選択）      

【グラフ２】                              選択率をグラフ化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 2病院看護師のアンケート結果から、満足度、就業価値観ともに概ね同じ傾向を示していた。 

１）組織的、部署別対応 

 〇詳細な現状分析を行い、躯体的な改善ポイントを絞り込む。 

 〇改善に向けた対策を講じる。 

２）看護キャリア開発支援センターとしての対応 

 〇強みの維持・向上・・・キャリア相談（カウンセリング）の実施、キャリアデザインの構築 

 〇《不足感》の解消・・・中堅層をターゲットにした研修の企画・実施（マネジメント力向上、看護の知

の見える化・概念化 等）⇒詳細は 28年度に改めて検討する！！ 

３）評価 

 〇28年度も「職員アンケート」を実施し、対応策の成果を検証する。 

 

 

 

38.5%

6.3%
8.4%

36.6%

6.5%

12.8%

10.0%

14.…

11.0%

0.9%

21.2%

31.2%

3.3%
4.7%

2.1%
4.0%

47.6%

7.0%

11.4%

6.8%
4.7%4.4%

35%

5.6%

10.2%

34.0%

4.3%

15.2%

3.2%

7.8%

2.7%

13.4%

12.3%9.4%

1.9%

15.5%

23.8%

2.4%

6.1% 5.3%

39.3%

5.9%

13.4%

7.0%
5.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

年
収
が
適
当

年
収
は
近
隣
並
み

福
利
厚
生
の
充
実

休
日
休
暇
の
取
得

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
配
慮

休
日
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

三
交
代
が
合
っ
て
い
る

勤
務
パ
タ
ー
ン
適
切

夜
勤
人
数
適
切

シ
フ
ト
の
融
通

残
業
が
少
な
い

仕
事
量
適
切

人
員
配
置
適
切

業
務
サ
ポ
ー
ト

上
司
と
の
関
係

同
僚
の
関
係

他
職
種
と
の
関
係

上
司
の
現
場
把
握

経
営
方
針
の
理
解

愛
着

や
り
が
い

能
力
発
揮

仕
事
を
通
じ
た
成
長

成
長
後
押
し
教
育
制
度

評
価
が
妥
当

評
価
基
準
が
公
平

附属2病院看護職の就業価値観

附属病院 センター病院



１看護職員確保と定着 3)  

平成 28年度 横浜市立大学附属２病院  看護職員アンケート集計結果 

１．調査実施内容 

 ■実施期間：2016年 9月 

 ■実施方法：紙による質問票 

 ■回答方法：択一 またはフリーコメント （満足度 非常に満足４：まあ満足３：やや不満２：不満１） 

 ■回答者数：1205名 (H27年度 964名） 

 

２．回答者属性（抜粋） 

 ■年代                    ■看護職としての経験年数 中堅を 10年以上と設定 

 回答数 構成比   回答数 構成比 

20代 467名 39%  1年未満 90名 7% 

30代 308名 25%  1～3年 156名 13% 

40代 309名 26%  3～5年 142名 12% 

50代以上 108名 9%  5～10年 204名 17% 

無回答 13名 1%  10～20年 267名 22% 

計 1205名 100%  20～30年 262名 22% 

    30年以上 63名 5% 

    無回答 21名 2% 

    計 1205名 100% 

 

３．2病院看護師の就業価値観（働く上で最も重視することを 1つ選択）    

【グラフ１】 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.「やりがい・働きがい」とは 

 

仕事の中身自体が日々同じ業務ではなく、メリハリがあること 3% 2% 

行った業務について、患者さんや他のスタッフからきちんと評価されていること 
19% 23% 

自身の役割や責任が明確で、何ができるようになったか把握できること 17% 17% 

将来の方向性が明確であり、それに向かって頑張れる環境であること 8% 8% 
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５． 2病院看護師の満足度(他病院との比較) 

【グラフ２】看護職の満足度平均値（空欄箇所は設問なし） ※設問に対し4段階尺度（1～4点）で回答…2.5が中間値  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ３】上記満足度の項目の中で重要と考える項目（3つまで選択） 

 

 

６． まとめ 

2病院看護師の就業価値観、満足度共に概ね同様の傾向が示された。 

１）組織・部署の対応 

 〇アンケート結果は現状の一側面である。「つよみ」を共有、認識しさらに強固なものとしながら、気がかりな部分

の詳細な現状分析を行い、具体的な改善ポイントを絞り込む。 

〇課題抽出し、組織・部署等、課題に応じて支援体制をとりながら、具体的取り組みを進める。 

２）看護キャリア開発支援センターとしての対応 

 ・定着促進・・・H29年度検討課題とする。 

・強みの認識と維持・向上 

 ・中堅・ベテラン層を対象とした研修の企画・実施・キャリア支援 

３）評価 

・「横浜市立大学教職員アンケート」の活用を検討。 
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2.5

給与・福利厚生等 労務環境 組織風土・人間関係 キャリア支援



１看護職員確保と定着 4)  

平成 27年度 factseat(職員アンケート結果より) 

 

横浜市立大学附属病院 

 

 

 

 

 

横浜市立大学市民総合医療センター 

 

 



１看護職員確保と定着 5)  

平成 28 年度 factseat(看護職員アンケートより) 

 

横浜市立大学附属病院 

 

 

 

 

 

 

横浜市立大学市民総合医療センター 

 

 



２ 看護職員のキャリア支援  1)

日時

対象者

講師

コース
担当者

CDP3段階以上の希望者

平成27年度 看護の知の見える化・概念化研修    総括評価

研修名

附属病院　　第2・3会議室
①平成27年10月6日（火）18：00～19：00
②平成27年11月12日（火）18：00～19：00
③平成27年12月8日（火）18：00～19：00

センター病院
①平成27年11月12日（木）17：30～18：30
②平成27年12月 9日（水）17：30～18：30
③平成28年 1月27日（水）17：30～18：30        　　　※どちらの回を利用しても可とした。

　　　　看護の知の見える化・概念化　研修

陣田センター長を講師として、「看護現場学をとおして、自分が大切にしてきた看護を言語化す
るプロセスを学び、看護の本質や看護のやりがいを見出していく方法について考える」ことを目
的として、2附属病院でそれぞれに3回の日程で研修を実施。業務終了後の時間であったが、
延べ168名(附属病院延べ84名、センター病院延べ84名)の方たちが継続して受講された。看護
学科教員ものべ6名の参加があった。
「忘れられない患者さん」をテーマに、自分が看護実践の中で大切にしてきたこと、こだわりを持
ち続けてきたことを記述すること、仲間と語ること《ナラティブ》から研修はスタートした。回を重ね
ながら、「実践の質的向上のためには看護についての理解という『認識』の発展が必要であり、
認識の3段階(感覚的・表象的・概念的)の理解によって『認識と行動の一貫性』を経て、実践の
質の向上につながる。」ことを学習。「良質な看護の提供が患者満足に、ひいては看護の喜び・
やりがいにつながること」そして全体を通して、自己の強みからチームの強みを意識的に育て、
組織全体に波及させていくこと」という講師の言葉等から、一人ひとりの暗黙知を共有すること、
そして自分たちの看護として発展させ組織に活かしていくことの大切さを学ぶ研修となった。
研修生からは「初心を振り返り、また頑張る気持ち、勇気をもらった」「看護の質を高めていくこ
と、看護のやりがいを大切にすることを改めて感じることができた。」「職場でお互いに語り合える
環境を作り、共に看護の質を高めていきたいと思った。」「自分の行っている、皆で行っている看
護をきちんと言葉にして話し合うことが看護の見える化、概念化につながる。まず語り合うことが
大事」などの感想が得られた。
看護者としての初心に立ち戻ったり、自己の看護観を広げ・深める研修であり、看護の質の向
上と看護実践ら於けるやりがいにつながる研修である。次年度も継続していく。

看護キャリア開発支援センター
 副センター長　 鈴木美智子（市民総合医療センター　教育・実習担当副看護部長）
                     佐々木佳代（横浜市立大学附属病院　教育・臨床実習担当副看護部長　）
 担当看護師長　池田  恵理 （市民総合医療センター　教育担当看護師長）
　　　　　　　　　　 加藤  弘美 （横浜市立大学附属病院　教育担当看護師長）

コース概要

【ねらい】
看護現場学から、看護のやりがいを見出して行く方法について考える。
【目標】
①看護現場学を知る。
②自身が大切にしてきた看護を「言語化するプロセス」を学ぶ。
③看護の本質や、看護のやりがいを見出していく方法について考える。
【内容】
講義及びワーク

評価

看護キャリア開発支援センター　　　　センター長　　陣田泰子

（研修アンケート結果および評価）　　アンケート結果は別紙(附属病院)



２ 看護職のキャリア支援 2) 

平成 27年度 附属 2病院合同副看護師長研修 総括評価  

研修名 副看護師長研修  

日時・場所  平成 27年 9月 28日(月) 

 横浜市立大学医学部看護学科 303・304教室 

 

対象者 

 

市民総合医療センター 及び 附属病院 副看護師長  64名 

講師 

 

横浜市立大学医学部看護学科 基礎看護学教授  勝山貴美子 

コース担当者 看護キャリア開発支援センター 副センター長 

センター病院 教育・実習担当副看護部長   鈴木美智子（MPS7758） 

附属病院   教育・臨床実習担当副看護部長 佐々木佳代（MPS6420） 

看護キャリア開発支援センター 担当師長 

 センター病院 教育・実習担当 池田恵理看護師長（MPS7769） 

 附属病院   教育担当    加藤弘美看護師長（MPS6789） 

 

研修概要 【ねらい】看護管理に必要な基本的知識・技術・態度を学び、副看護師長としての役

割遂行につなげる。 

【コース目標】部署の目標達成、課題解決に向け主体的に行動するためのマネジメン

トの基礎知識を得る   

① 副看護師長の役割とリーダーシップについて学ぶ 

② 問題解決のプロセスを学ぶ 

【研修方法】講義およびグループワーク 

 

評価  

講義・グループワークを通して、副看護師長の役割を再確認し、組織からの役割期

待を考えつつ、マネジメントの基本的知識を抑えた学習展開だった。副看護師長とし

て、部署の問題解決に向け、主体的に行動するための基礎知識を得ることを目的とし

たが、アンケートの結果は満足・まあ満足が 92%と満足度は高かった。副看護師長と

して、問題解決のプロセスが理解できたかについては、94%が理解できていた。また、

事例を用いての検討、グループワークにより理解が深まった、との意見・感想があっ

た。 

時間的制約のある中ではあったが、副看護師長としてどのように考え、理論に基づ

きどのように対処するのか等の意見交換があった。新任、2 年目、それ以上の副看護

師長がそれぞれ約 30%ずつとキャリアの違いはあったが、それぞれの組織の違いや経

験を活かし、活発な意見交換となっていた。しかし、アンケートのフリーコメントで

は、「講義内容はとても興味深く、もっとじっくり学びたかった。」「GW は集中して取

り組めたが、時間が不足した。」といった意見が多かった。 

看護師長の補佐として、看護管理の視点、スキル獲得の必要性を感じており、この

ような研修機会を望む声が多く、e ラーニングとのリンクや、部署の管理実践に則し

たテーマ、内容、回数等、検討が必要である。 

 



２ 看護職のキャリア支援 2) 

平成 28年度 附属２病院合同副看護師長研修 総括評価 

研修名 副看護師長研修（センター病院・附属病院 合同研修） 

研修日時 平成28年10月 5日（水）14:00～17:00 場所 横浜市立大学医学部看護学科303・304教室 

研修参加者 横浜市立大学市民総合医療センター副看護師長 35名 

横浜市立大学附属病院 副看護師長 32名 （両病院計 67名  新任：25名 再任42名） 

講師名 勝山貴美子 先生（横浜市立大学医学部看護学科 基礎看護学教授） 

研修担当者 【横浜市立大学附属病院】 島田朋子（教育・臨床実習担当副看護部長） 

稲葉桜（教育担当看護師長） 森川真理（看護部教育担当） 

【横浜市立大学附属市民総合医療センター】鈴木美智子（教育・実習担当副看護部長） 

阪本まり子（教育・実習担当看護師長） 

研修概要 【研修目的】 

人材育成の視点から、自部署・部署の現状を理解し、今後の副師長役割に活かす 

【研修目標】 

１ 人材育成における基本的な知識を理解する 

２ 組織における人材育成とキャリア開発について理解する 

３ 組織・部署・自己の人材育成・教育について、現状を整理、課題を見出し、副看護師長と

してどう関わるか、イメージすることが出来る 

【内容】 

1 講義14:00～16:10   

２ グループワーク 16:10～17:00   

研修評価 ・研修アンケートでは研修満足度は、「とても満足」「あまり満足ではなかった」を併せると 99％

であり、満足度の高い研修であった。人的資源管理に関する基礎的知識やキャリア開発につ

いても、ほぼ 100％の満足度であり、目標達成出来たと言える。一方、それらをベースとした

自部署・自己の課題を浮き彫りにするためのグループワークについては、時間が少なかった

こともあり、満足度が 94％とやや低かった。このグループワークでは、６～7 名の人数で４

５分程度の時間しか取れず、グループダイナミックスが効果的に働かず、情報交換どまりで

終わってしまったグループや、数人の語りが中心となったグループもあった。そのため、事

後課題の自部署課題・今後の取組については、課題が抽象的表現や、自分が副看護師長とし

てどう動くか、具体的行動の記述に差があった。人事交流という点でも、グループワーク時

間配分が必要である。 

・人的資源管理におけるキャリア開発という視点は、自己のキャリアアンカーをチェックする

演習で、キャリア構成が異なる同僚に対する視点を明確化した。組織が人を育てることや、

副看護師長の役割にある人材育成、またそこにどう関わるか、という点では、看護キャリア

開発支援センターのキャリア開発という活動目的に沿った内容であり、それらを自覚したア

ンケート記述、事後課題記述も見られた。 

・事後課題の記述の違いは、マネジメントサイクルで考えられていない点もあった。昨年度か

ら継続している副看護師長は、昨年度のマネジメント研修内容を理解し実践しているが、新

任の副看護師長などはその視点が薄い点も見られた。育成におけるマネジメントサイクルの

基本的知識について事前に得ておく必要もあり、各病院の e-learning・学習ツールによる事

前知識を平均化しておくことも今後の課題といえる。また記述の違いは、記述方法・内容も

副看護師長に一任したこともあり、部署師長との共有・支援の違いもあったことも予測され

る。 

次年度に向

けての課題 

１ 研修内容については、センター病院・附属病院ともニーズに関する情報共有を 

図り、回数・内容を検討する。 

２ 研修目的にあった事前・事後課題の選定、各病院にある学習ツールの活用を検討 

 



3 看護管理者のキャリア支援 

研修名

日時 場所

講師

担当者

（研修アンケート結果および評価）

平成27年度　附属2病院合同新任看護師長研修　総括評価　    平成　　28年　　2月　　18日評価

①平成27年 6月29日（月）14：00～16：00
②平成27年 9月14日（月）14：00～16：00
③平成27年12月14日（月）14：00～16：00

市民総合医療センター　4階会議室

　今年度、新任看護師長は1名であるため、集合研修を2～3年目看護師長の参加支援を受け実
施した。第1回目、看護部長より看護師長の役割と権限・責任について講義を受け、看護師長の
役割の理解が深まったという評価であった。1回目のアンケートは２～３年目看護師長にも実施し
た。先輩看護師長の自由意見欄では、理解できる内容であったと同時に、１年間でも看護師長
経験があることが理解の深まりにつながったという意見であった。
　新任看護師長３か月目の不安や疑問について、先輩看護師長の取り組み内容を情報共有し、
ともに考える場を設けた。これらは先輩看護師長自身の振り返りや、新任看護師長にとっても、
実践に役立つ内容であった。
第２回目の９月開催時は、附属病院の先輩看護師長の参加協力を得た。看護師長としての取り
組み実践報告を受け、看護師長の役割と行動内容、取り組み内容を理解し、新任看護師長とし
て取り組み内容を、考えることができたと評価している。また、附属病院看護師長との交流と支援
の拡大につながっていた。９月には安全管理担当看護師長より、看護師長の安全管理行動につ
いて講義を受けた。実際の管理行動の振り返りにつながっていた。
　１１月と１２月には、先輩看護師長へのシャドウイング実務研修を実施した。看護師長半年経過
し、自己の課題への取り組みとして、人材育成や業務管理の実際を見学した。新たな発見につ
ながり思考の拡大につながったと評価している。
１２月には、教育担当副看護部長と、９か月間の振り返りと、課題に対する研修への取り組み計
画を共有した。
３月１６日に、新任看護師長の成長と課題として、看護師長会で報告予定である。
　今年度は、１名の新任看護師長への研修企画であったが、２年目と３年目看護師長と交流を深
めながら、研修を行った。新人看護師長の、１年間のキャリア支援プログラムに沿いながら、様々
なリソースを活用した研修企画であり、目標通りに実施できた。また「１年間で支援を受けながら
病棟管理者としての行動がとれ、自己の課題の明確化につなげる」という目標には到達した。継
続した、キャリア支援は必要である。

看護キャリア開発支援センター　副センター長
市民総合医療センター　教育・実習担当副看護部長　　　鈴木美智子
附属病院　　　 　    教育・臨床実習担当副看護部長　　　佐々木佳代

概要

【ねらい】　　看護管理の基礎的な知識・技術・態度を習得し看護管理実践につなげる。
【目標】　　　①看護管理者として必要な知識・技術・態度について理解できる。
　　　　　　　 ②現在の看護管理症の課題を明らかにし、課題解決にむけて取り組みができる。
【研修内容】
①看護管理者として必要な基礎的知識について、看護部長より講義を受け理解につなげる。
②看護管理実践、課題への対応など先輩看護師長からの取り組み内容について、情報提供と支援を受け
  ながら自身の取り組みを考えることができる。
③集合研修と看護師長のシャドウイング（実務研修）を通して看護管理者の役割の理解につなげる。
④看護管理者としての1年間を振り返り、報告できる。（3月16日予定）

評価

   新任看護師長研修

  谷川　 一美看護部長   （市民総合医療センター)
  金子 　友子看護師長   （市民総合医療センター　安全管理担当）
  【アドバイザー】
  白濱師長・安達師長・川北師長・小幡師長（センター病院：6月29日参加）
  菅家師長・奥川師長（附属病院：9月14日参加）



3 看護管理者のキャリア支援 

研修名 新任看護師長研修

日時 場所

講師

担当者

【ねらい】
公立大学法人の看護師長として社会及び市立大学の動向を知り管理者の役割が理解できる。　看護管
理の基礎的な知識・技術・態度を習得し、看護管理実践につなげる。
【目標】
①社会の動向と横浜市立大学の抱える課題から組織の管理者の役割が理解できる。
②看護管理者として必要な知識・技術・態度について理解できる。
③現在の看護管理上の課題を明らかにし、課題解決に向けて取り組みができる。
【研修内容】
①講義｢看護管理者の役割について｣｢公立大学法人の期待する看護管理者について｣、個人ワークと
ＧＷ｢看護管理者のキャリア支援について｣
②講義｢感染管理について｣｢安全対策について｣、個人ワークとＧＷ｢看護師長６ヶ月の振り返りと今後
の課題｣
③講義｢看護管理者のメンタルヘルス｣、ＧＷ｢看護師長に必要な知識・技術・態度について｣

谷川一美看護部長    （市民総合医療センター）
戸倉隆一管理部長    （市民総合医療センター　）
武田理恵看護師長    （附属病院病院　感染管理認定看護師）
舘脇美由紀看護師長 （附属病院病院　安全管理担当師長）
遠藤恵美看護師        （市民総合医療センター　精神看護専門看護師）

①平成28年6月20日(月）14：00～17：00
②平成28年9月12日(月)14：00～17：00
③平成28年12月26日(月)14：00～17：00

①市民総合医療センター　本館　12階カン
ファレンス室
②附属病院
③市民総合医療センター　本館4階会議室

平成28年度　附属2病院合同新任看護師長研修　総括評価　　　　　　平成　29年　1月　13日評価

（研修アンケート結果および評価）
　今年度の新任看護師長はセンター病院、附属病院各々1名計2名であった。
研修評価は第2回目の「研修への積極的参加」に対する｢ややそう思う｣の1名を除き、ほかは全て｢非常
にそう思う」であった。
　第1回目の６月開催では看護部長と管理部長より講義を受け、看護師長としての役割や責任の重さを
感じたという意見であった。社会の動向や大学病院の抱える課題をふまえた組織の管理者の役割の理
解に関する意見は少なかったが、どのような大学、病院、病棟、看護を目指すのか、次の研修までに
なっていたい姿を想起する機会になっていた。また、3か月目の不安、日々の事象対応に精一杯である
ことや、看護部、ラインの副部長の支援、同期の新任師長とのディスカッションが励みになっているという
意見であった。
　第2回目の9月開催では感染管理担当看護師長と安全管理担当師長からそれぞれの管理の基本に
関する講義を受け、患者様に提供する基礎的なことを管理的視点で学び管理者としての役割を再認識
していた。また看護部長、副看護部長、先輩看護師長の話を聴き、半年間の自身の変化を認識し、出
来るようになった自分を見つめる機会になっていた。また、異なる施設で勤務する同期の看護師長との
合同研修は、同じ悩み、取り組み、思いを共有し心の支えとなり、6月に比してより明確になった次への
目標に取り組む意欲につながっていた。
　第３回目の12月開催ではリエゾン精神看護専門看護師から講義を受け、まず第一にスタッフのメンタ
ルヘルスを支援するには自分自身を客観的に見て、心身の安定とコントロールが必要であるという理解
であった。その上でスタッフのストレスをとらえるために心に余裕を持ち相手と向き合うことが大切だと述
べられていた。ＧＷに関する意見はなかったが、３回の研修を通して管理者としての基本姿勢や必要な
技術、マネジメント力などを知る機会となったという意見があった。要望としては、新任という期間だけで
なく、２年目以降も振り返る場面やアドバイスを受ける場面の設定希望があった。
　これらを通して、新任師長研修の開催時期・内容とも効果的であった。今後も看護管理者に対する継
続したキャリア支援の必要性があるといえる。

評価

【横浜市立大学附属病院】　島田朋子（教育・臨床実習担当副看護部長）
稲葉桜（教育担当看護師長）　森川真理（看護部教育担当）
【横浜市立大学附属市民総合医療センター】鈴木美智子（教育・実習担当副看護部長）
阪本まり子（教育・実習担当看護師長）

概要



 

4  実習指導力向上 1)   平成 27年度 保健師助産師看護師実習指導者講習会  

日程及び時間割表 

【目的】 

 看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指導ができるように、必要

な知識・技術を習得し、看護職員の資質の向上を図ることを目的とする。 

【教育目的】 

看護教育についての理解を深め、実習指導に必要な知識・技術を習得し、効果的な実習指導ができる人材を 

育成する。 

【教育目標】 

1. 実習指導の基礎となる教育的素地を養う。 

2. 自己の看護実践を振り返り、看護に対する認識を深める。 

3. 看護教育における臨地実習の意義を理解し、実習指導者の役割について学ぶ。 

4. 実習指導の実際を振り返り、自己の課題を見つけ、学習を継続する態度を養う。 

【日程及び時間割表】                                                                                        

日程 実施年月日 

【午前】 

（1限）8:30~10：30（2時間） 

（2限）10：40~12：40（2時間） 

【午後】 

（3限）13:30~15:30（2時間） 

（4限）15：40~17：40(2時間) 

（5限）17：50~19：50（2時間） 

科目名 科目名 

第 1日目 8月 3日(月) 
開講式・オリエンテーション 教育原理③④⑤⑥⑦⑧＊

（e-learning）   教育原理①②＊（e-learning） 

第 2日目 8月 4日(火) 
教育原理⑨⑩⑪⑫＊（e-learning）  教育原理⑬⑭⑮⑯⑰⑱＊

（e-learning）  

第 3日目 8月 5日(水) 
教育原理⑲⑳㉑㉒＊（e-learning）  教育原理㉓㉔㉕㉖㉗㉘＊

（e-learning）  

第 4日目 8月 6日(木) 
教育原理㉙㉚＊（e-learning）  

教育心理①②＊（e-learning） 

教育心理③④⑤⑥⑦⑧＊

（e-learning）  

第 5日目 8月 7日(金) 
教育心理⑨⑩⑪⑫ 

＊（e-learning） 

教育心理⑬⑭⑮⑯⑰⑱＊

（e-learning）  

第 6日目 8月 10日(月) 
教育心理⑲⑳㉑㉒ 

＊（e-learning）  

教育心理㉓㉔㉕㉖㉗㉘＊

（e-learning）  

第 7日目 8月 11日（火) 
教育心理㉙㉚＊（e-learning）  

教育方法論①②＊（e-learning）  

教育方法論③④⑤⑥⑦＊

（e-learning）  

第 8日目 8月 12日（水) 
教育方法論⑧⑨⑩⑪ 

＊（e-learning）  

教育方法論⑫⑬⑭⑮＊（e-learning）  

第 9日目 8月 20日(木) 
看護（教育）論①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

：看護の理論、看護過程の展開、指導困難な場合の対処等    （～5限目）                                  

第 10日目 8月 26日(水) 

看護（教育）論⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱ 

：看護の理論、看護過程の展開、指導困難な場合の対処等 

医療倫理・看護倫理①②                         （～5限目） 



    

 

第 11日目 8月 27日(木) 教育評価①②③④＊（e-learning） 教育評価⑤⑥⑦⑧＊（e-learning） 

第 12日目 8月 28日(金) 教育評価⑨⑩⑪⑫＊（e-learning） 教育評価⑬⑭⑮＊（e-learning） 

第 13日目 9月 7日(月) 
看護教育課程①②③④： 

看護教育課程の理解 

看護教育課程①②③④： 

カリキュラムの構成と実習のねらい 

第 14・15日目 
9月 14日(月) 

15日(火) 

教育方法論①②③④：講義・演習                            

教育方法論⑨⑩⑪⑫：講義・演習 

教育方法論⑤⑥⑦⑧：講義・演習 

教育方法論⑬⑭⑮：講義・演習 

第 16・17日目 
9 月 16 日(水) 

18日(金) 

看護教育課程①②③④⑤⑥⑦⑧⑨：各領域の教育課程      （～5限目）            

看護教育課程⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱：各領域の教育課程   

第 18日目 9月 25日(金) 
看護教育課程⑲⑳㉑㉒： 

課題の構造化 

学生に関する情報収集とアセスメント 

①②③④ 

第 19・20日目 
9月 29日(火) 

10月 6日（火） 

指導場面で遭遇しやすい看護実践と指導の実際（各領域）①②③④⑤⑥⑦⑧ 

指導場面で遭遇しやすい看護実践と指導の実際（各領域）⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯ 

第 21日目 10月 7日(水) 
実践管理①② 多職種連携等 

①② 

実習指導の原理①②③④ 

第 22日目 10月14日（水) 
実習指導の原理⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭：学校と実習施設との調整 

（～5限目）                    

第 23・24日目 
10月21日(水) 

10月26日(月) 

臨地指導法演習①②③④⑤⑥⑦⑧：フィジカルアセスメント他    

臨地指導法演習⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯：フィジカルアセスメント他 

第 25-32日目 

10月28日(水) 

11月 4日（水） 

 

11月 9日(月) 

～5日間 

11月16日(月) 

～5日間 

11月24日(火) 

実習指導の実際（1）：実習指導の計画立案(講義・演習)①②③④⑤⑥［3～5限］ 

実習指導の実際（1）：実習指導の計画立案（講義・演習）、（臨地実習オリエン

テーション含む）⑦⑧⑨⑩⑪⑫［2～4限］ 

実習指導の実際（2）：臨地実習１クール目①~㊵：20名 

 

実施指導の実際（2）：臨地実習２クール目①~㊵：20名 

 

リフレクション①②③④［3～4限］ 

第 33・34日目 

12月 1日(火) 

12月 4日(金) 

実習指導の評価①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩              （～5限目） 

実習指導の評価⑪⑫⑬⑭⑮⑯ 

看護師 2年課程通信制教育制度①②③④            （～5限目） 

第 35日目 12月14日(月) 閉講式 

 

※1） ①②③…の数字は講義回数（各１時間）を示しています。 

※2） 本表における e-learning受講日時はモデルケースの一例であり、各自の自己学習計画に沿った 

受講スケジュール調整が可能。 

なお、情報処理教室（401）にて学習することが可能。 

 

 



4 実習指導力向上 1) 

平成 27 年度 保健師助産師看護師実習指導者講習会 科目の概要 

科目 研修内容 

教育原理 
教育の意義、教師のあり方や生徒指導、さらには教育を成り立たせている法や

制度等、幅広い観点から教育の基礎について理解する。 

教育心理 
社会の変化や人間の成長発達、性格的特徴といった観点から、教育の受け手で

ある子どもや青年の特徴について理解する。 

教育方法論 
日本の教育の特徴を踏まえて、教育と学びの歴史、学習指導の実際と指導技術、

いろいろな指導法について理解し、事例研究的教授法について実習する。 

教育方法論（講義・演習） 

学習者の理解と、学習者を動機づけることの意味と意義を理解する。また、教

育カリキュラムの基本的要素である教育内容、方法、その効果的な教材の活用

など学習する。また、自身の持つ臨床実習上の問題を、事例を通して検討する

ことを通して、看護専門職としての効果的な教育方法について理解する。 

看護（教育）論 

社会の変動の中における教育と看護について理解し、その課題を明確にする。 

講義は、看護学教育制度の歴史的変遷と現代の看護学教育制度の現状と課題、

看護の概念と理論、看護を展開する方法としての看護過程を学ぶ。 

医療倫理・看護倫理 

倫理とは何かという基本的な概念を理解し、なぜ、医療において倫理に注目す

べきか、臨床における倫理的な課題をどのようにとらえ、考えるべきか、その

道筋を理解する。 

教育評価 
教育評価の目的や必要となる視点や評価方法について、日本の教育改革の変遷

をたどりつつ理解する。 

看護教育課程 

看護職基礎教育課程の基盤となっている保健師・助産師・看護師学校養成所の

指定規則やそれに関連する法律、国家試験出題基準の変遷や厚生労働省や文部

科学省の看護基礎教育に関する報告書等の経緯を知り、現在の教育の目指す方

向性について理解する。 

看護教育課程 
本大学の設置主体や教育方針に基づいた看護学科の教育理念、目標とカリキュ

ラムの構成について理解する。 

看護教育課程 

各看護学領域（基礎、成人（慢性期、急性期）、小児、母性、老年・在宅、精神、

地域）の教育課程について、教育目的・目標・内容、および実習指導のあり方

と実際への理解を促す。また、研修生が日常感じている臨地実習指導の現状と

その課題について、グループワークを通じて意見を出し合う。 

学生に関する情報収集と

アセスメント 

近年の学生状況と生活背景を踏まえ、学生に関する情報取集の視点・方法につ

いて理解する。また、臨地での学生の事例をもとに、情報のアセスメントを行

い、具体的な指導目標の設定と方法について理解する。 

実習場面で遭遇しやすい

看護実践と指導の実際 

各看護学領域（基礎、成人（慢性期、急性期）、小児、母性、老年・在宅、精神、

地域）の看護実践について、①実習場面で遭遇しやすい紙上事例の看護過程を

展開、および②指導者としての立場からの学生への指導・支援のあり方と実際、

の 2点からグループワークを中心とした学習を展開する。 

実践管理 
臨床実習におけるインシデントやヒヤリハットの事例や対応、学生側の心理な

どを紹介し、臨床実習場面における予防策、教育的支援について理解する。 

多職種連携・チーム医療・

継続医療 

現在の医療情勢における多職種連携、多機関間の連携の重要性を知り、チーム医療

や継続医療のあり方について理解する。 

実習指導の原理 

学生が各看護学の講義・演習により得た知識、技術を基に看護を実践し、既習の理

論・知識・技術を統合、深化、検証できるように支援するための原理原則と、学校

と実習施設との調整に関する具体的な方法を理解する。 

臨地指導法演習 

臨床実習におけるフィジカルアセスメントの事例や対応などを紹介し、臨床実

習場面における教育的支援について理解するグループワークを通じて教育方法

について討論する。 

実習指導の実際（1） 配置された病棟の実習指導を前提に、実習指導の計画立案の実際を学ぶ。 

実習指導の実際（2） 

実習指導計画をもとにした臨地実習指導の実際を学ぶ。 

 

実習指導実施後に、リフレクションを行う。 

実施指導の評価 実習指導の原理を踏まえ、実習指導の実際を通して、実習指導の評価を行う。 

看護師 2 年生課程通信制

の教育制度 

看護師 2年生課程通信制の教育制度についての解説を行う。 

 



  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年度　保健師助産師看護師実習指導者講習会　科目・担当講師一覧 

担当科目 教員名 所属

教育方法：指導の基本的考え方
　　　　　　　：講義・演習

勝山　貴美子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

勝山　貴美子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

佐藤 政枝 横浜市立大学医学部看護学科/非常勤講師

看護教育課程：看護教育課程の理解 叶谷　由佳 横浜市立大学医学部看護学科/学科長

看護教育課程：カリキュラムの構成と実習のねらい 渡部　節子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

千葉 由美 横浜市立大学医学部看護学科/教授

田髙 悦子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

廣瀬 幸美 横浜市立大学医学部看護学科/教授

松下 年子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

落合 亮太 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

塚越 みどり 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

服部 紀子 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

宮内 清子 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

渡邉 知子 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

医療倫理・看護倫理 勝山　貴美子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

学生に関する情報収集とアセスメント
指導目標の設定と方法

森　みずえ 横浜市立大学医学部看護学科/教授

千葉 由美 横浜市立大学医学部看護学科/教授

田髙 悦子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

大河内 彩子 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

柏木 聖代 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

塚越 みどり 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

宮内 清子 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

三條 真紀子 横浜市立大学医学部看護学科/講師

田辺 有理子 横浜市立大学医学部看護学科/講師

金嶋 祐加 横浜市立大学医学部看護学科/助教

菅野 眞奈 横浜市立大学医学部看護学科/助教

杉村 篤士 横浜市立大学医学部看護学科/助教

青山 尚美 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師

朝日 瞳 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師

榎倉 朋美 横浜市立大学附属病院/看護師

竹山 志津子 横浜市立大学附属病院/看護師

堀清水 智子 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師

実践管理：インシデント、ヒヤリ・ハット 塚越 みどり 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

多職種連携・チーム医療・継続医療 陣田　泰子 看護キャリア開発支援センター/センター長

渡部　節子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

金嶋 祐加 横浜市立大学医学部看護学科/助教

陣田　泰子 看護キャリア開発支援センター/センター長

杉浦 由美子 横浜市立大学附属病院/看護部長

佐々木 佳代 横浜市立大学附属病院/副看護部長

加藤 弘美 横浜市立大学附属病院/看護師長

谷川 一美 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護部長

鈴木 美智子 横浜市立大学附属市民総合医療センター/副看護部長

池田 恵理 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師長

十文字 美代子 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師長

赤瀬 智子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

塚越 みどり 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

稲葉 桜 横浜市立大学附属病院/看護師長

竹山 志津子 横浜市立大学附属病院/看護師

小幡 祐司 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師長

多田 慎太郎 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師

廣瀬　幸美 横浜市立大学医学部看護学科/教授

佐藤 朝美 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

佐々木 佳代 横浜市立大学附属病院/副看護部長

鈴木 美智子 横浜市立大学附属市民総合医療センター/副看護部長

中村　幸代 横浜市立大学医学部看護学科/教授

宮内 清子 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

看護師2年課程通信制の教育制度 松下 年子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

臨地指導法演習：フィジカルアセスメント
　　　　　　　　　　 ：実習で必要な看護技術

実習指導の実際（1）～（2）
　　　　　　　　　　　：実習指導の計画立案
　　　　　　　　　　　：臨地実習
　　　　　　　　　　　：リフレクション

実習指導の評価

看護（教育）論：看護の理論、看護過程の展開、指導困難な場合の対処等

看護教育課程：各領域の教育課程・課題の構造化

指導場面で遭遇しやすい看護実践と指導の実際

実習指導の原理：学校と実習機関調整
　　　　　　 　　　  ：臨床指導者の役割と実際
　　　　　　 　　　　：病棟指導の実際

4  実習指導力向上 1)



 4  実習指導力向上 1)    

平成 27年度 保健師助産師看護師実習指導者講習会  実施報告  

    

１ 実施場所       横浜市立大学 福浦キャンパス 看護教育研究棟等 

２ 事業期間（開催期間） 平成 27 年 8月 3日（月）～12 月 14 日（月） 

３ 受講者数       38名 

４ 事業内容        

看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指導が

できるように、必要な知識・技術を習得し、看護職員の資質の向上を目的とする。   

５ 事業の評価   

（１）講師の講義、演習の評価 

 

 ア．講義・演習についての評価（e-learningを含む） 

講習会の前半に教育原理・教育心理・教育方法論・教育評価の 4科目に関して e-learning

を利用したが、受講生からは一般的な講義内容であったことから看護教育への活かし方がわ

からないという意見や、e-learningに不慣れな者が多かったことから対面式の講義形式を望

む声が多かった。次年度は e-learningと各講義・演習・実習が有機的に繋がるように各担当

者と調整が必要と思われる。 各講義担当者は対象者のレデイネスに則した講義内容を準備し、

学生から評価は良かったものの、部分的に講義内容が重複することがあったため、次年度は

担当者が他教員の講義資料を閲覧できるような工夫を行う。また、講義方法としてグループ

ワークを取り入れる科目が多かったが、講習会の後半では同様のメンバーでマンネリ化して

きたこともあり、講義方法の工夫も必要と考える。 学内演習では看護教育用シミュレータ及

び受講生同志でフィジカルアセスメントを行い、実習への準備を整えることができた。また、

実習指導に向けた演習では担当者が実習に直接関連する講義のすべてに参加し、講義内容を

構築し、さらに実習担当者とも綿密に調整したためスムーズに実習につなげることができた。 

 

イ．実習についての評価 

    実習前の「実習指導の実際」の講義で、基礎教育における実習の位置づけ・意義等を学び、

実習指導者の役割と望ましい指導者像をグループワークで考え発表することができていた。 

医学部看護学科生を対象として教員および実習指導者の指導場面のシャドウイングを主とす

る 3日間の実習内容であった。学生指導の実際が体験できた受講生と、見学のみに終わった

受講生がいた。実習修了後のリフレクション（グループワーク）では、実習指導の学びや体

験を基に「教材観」「学生観」「指導観」について振り返り、さらに教育的関わりについての

意見交換がなされた。アンケート結果では学びや感想に相違はあったが、実習指導者として

の教育的関わりについて振り返り、自己の考えを持つことができており、グループワークの

発表やまとめのレポートに表現できていた。 

 

 

 



（２）受講生による授業評価 

   講習会終了時に実施した本学独自のアンケート調査に基づく、受講生の授業評価について

の検証を行った。「質問事項 5 実習指導者としての役割を認識できたか」「質問事項 6 講習

会での学びは実習指導者としての実践に活用できそうか」は本講習会の根幹的な意義を問う

ものであったが、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の回答率が、それぞれ合計で 91％、

94％という極めて高い値を得られた。一方で「質問事項 1」については低調であり、分かり

やすく有用なシラバスに改善していくことが求められている。総じて講習生の多くは高い満

足度を得ていると考えられるが、これらの結果をふまえ、来年度も実習指導者の育成に向け

た実践的な授業の展開や教育環境の整備の継続を予定している。 

 

（３）講習会担当者による講習会計画と運営方法の評価  (講習会と運営方法について、次の

3段階に分けて検証) 

 

ア．準備・計画     

学内においてワーキンググループを設置し、事業全体の運営、講義内容、受講生の募集方

法等について十分な検討を行った。事業委託の決定から開講までの期間が短く、事前周知が

十分ではなかったこともあり、募集要項を大学ホームページに掲載したものの当初は定員に

満たなかった。しかしながらワーキンググループが尽力し、本学附属 2病院はもとより、地

域医療機関への案内を積極的に行ったことが奏功して、最終的には当初予定していた 40名を

ほぼ充足させることができた。 

 

イ．実施期間中     

講習会実施期間中にあっては、担当教員と密接に連携し、学習環境の整備を進めた。また

ワーキングを全 15回開催し、授業内容の確認や受講状況等についての情報共有と意見交換を

実施することで、教育現場への有益なフィードバックを行うことができた。 

 

ウ．振り返りと今後の展望      

最終授業で実施した受講者アンケート結果やワーキングでの検討内容をふまえ、好評だっ

た点をさらに発展させるとともに、改善すべき点についても真摯に取り組んでいく。 



4 実習指導力向上 2)   
平成 28年度 保健師助産師看護師実習指導者講習会 

日程及び時間割表 

【目的】 

 看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指導ができるように、必要な知識・

技術を習得し、看護職員の資質の向上を図ることを目的とする。 

【教育目的】 

看護教育についての理解を深め、実習指導に必要な知識・技術を習得し、効果的な実習指導ができる人材を 

育成する。 

【教育目標】 

1. 実習指導の基礎となる教育的素地を養う。 

2. 自己の看護実践を振り返り、看護に対する認識を深める。 

3. 看護教育における臨地実習の意義を理解し、実習指導者の役割について学ぶ。 

4. 実習指導の実際を振り返り、自己の課題を見つけ、学習を継続する態度を養う。 

 

【日程及び時間割表】  

日程 実施年月日 

【午前】 

（1限）8:30~9：30 

（2限）9：35~10：35 

（3限）10:45~11:45 

（4限）11：50~12：50 

【午後】 

（5限）13：40~14：40 

（6限）14：45~15：45 

（7限）15：55~16：55 

（8限）17：00~18：00 

科目名 科目名 

第1日目 8月 1日(月) 
開講式・オリエンテーション 

看護（教育）論①②③④ 
親睦会 

第2日目 8月 2日(火) 看護（教育）論⑤⑥⑦⑧ 看護（教育）論⑨⑩⑪⑫ 

第3日目 8月 3日(水) 看護（教育）論⑬⑭⑮⑯ 

看護（教育）論⑰⑱ 

医療倫理・看護倫理① 

教育心理①＊（e-learning） 

第4日目 8月 8日（月） 教育原理①②③④＊（e-learning） 教育原理⑤⑥⑦⑧＊（e-learning） 

第5日目 8月 9日（火） 教育原理⑨⑩⑪⑫＊（e-learning） 教育原理⑬⑭⑮⑯＊（e-learning）  

第6日目 8月17日（水） 教育原理⑰⑱⑲⑳＊（e-learning）  教育原理㉑㉒㉓㉔＊（e-learning）  

第7日目 8月18日（木） 
教育原理㉕㉖㉗㉘ 

＊（e-learning）  

教育原理㉙㉚＊（e-learning）  

教育方法論①②＊（e-learning）  

第8日目 8月22日（月） 
教育方法論③④⑤⑥ 

＊（e-learning）  

教育方法論⑦⑧⑨⑩ 

＊（e-learning）  

第9日目 8月23日（火） 
教育方法論⑪⑫⑬⑭ 

＊（e-learning） 

教育方法論⑮＊（e-learning） 

教育心理②③④＊（e-learning） 

第10日目 8月31日（水） 教育方法論①②③④ 講義・演習 教育方法論⑤⑥⑦⑧ 講義・演習 

第11日目 9月 1日（木） 
教育方法論⑨⑩⑪⑫ 

講義・演習 

教育方法論⑬⑭⑮ 講義・演習 

医療倫理・看護倫理② 

第12日目 9月 5日（月） 
指導場面で遭遇しやすい看護実践と

指導の実際（各領域）①②③④ 

指導場面で遭遇しやすい看護実践と

指導の実際（各領域）⑤⑥⑦⑧ 

第13日目 9月 6日（火） 
指導場面で遭遇しやすい看護実践と

指導の実際（各領域）⑨⑩⑪⑫ 

指導場面で遭遇しやすい看護実践と

指導の実際（各領域）⑬⑭⑮⑯ 

第14日目 9月12日（月） 教育心理⑤⑥⑦⑧＊（e-learning）  教育心理⑨⑩＊（e-learning） 

第15日目 9月13日（火） 教育心理⑪⑫⑬⑭＊（e-learning）  教育心理⑮⑯⑰⑱＊（e-learning）  

第16日目 9月20日（火） 教育心理⑲⑳㉑㉒＊（e-learning）  教育心理㉓㉔㉕㉖＊（e-learning）  



    

 

第17日目 9月21日（水） 
看護教育課程(1)①②③④ 

看護教育課程の理解 

看護教育課程(2)①②③④ 

カリキュラムの構成と実習のねらい 

第18日目 9月26日（月） 

看護教育課程（3-1)①②③④ 

各領域の教育課程 

看護教育課程（3-1)⑤⑥ 

各領域の教育課程 

教育心理㉗㉘＊（e-learning）  

第19日目 9月27日（火） 

看護教育課程（3-1)⑦⑧⑨⑩ 

各領域の教育課程 

看護教育課程（3-1)⑪⑫ 

各領域の教育課程 

教育心理㉙㉚＊（e-learning） 

第20日目 9月28日（水） 
看護教育課程（3-1)⑬⑭⑮⑯ 

各領域の教育課程 

教育評価①②③④ 

＊（e-learning） 

第21日目 9月30日（金） 
学生に関する情報収集とアセスメント

①②③④ 

実践管理①② 

多職種連携等①② 

第22日目 10月5日（水） 

看護教育課程（3-2)⑰⑱⑲⑳ 

課題の構造化 

看護教育課程（3-2)㉑㉒ 

課題の構造化 

教育評価⑤⑥＊（e-learning） 

第23日目 10月11日（火） 教育評価⑦⑧⑨⑩＊（e-learning） 教育評価⑪⑫⑬＊（e-learning） 

第24日目 10月13日（木） 実習指導の原理①②③④ 実習指導の原理⑤⑥⑦ 

第25日目 10月17日（月） 
実習指導の原理⑧⑨⑩⑪ 

学校と実習施設との調整 

実習指導の原理⑫⑬⑭ 

学校と実習施設との調整 

第26日目 10月19日（水） 
臨地指導法演習①②③④ 

フィジカルアセスメント他  

臨地指導法演習⑤⑥⑦⑧ 

フィジカルアセスメント他 

第27日目 10月20日（木） 
臨地指導法演習⑨⑩⑪⑫ 

フィジカルアセスメント他 

臨地指導法演習⑬⑭⑮⑯ 

フィジカルアセスメント他 

第28日目 10月25日（火） 

教育評価⑭⑮＊（e-learning） 実習指導の実際（1）：実習指導の計画

立案(講義・演習)③④⑤⑥ 実習指導の実際（1）：実習指導の計画

立案(講義・演習)①②［3,4限］ 

第29日目 10月26日（水） 

実習指導の実際（1）：実習指導の計画

立案（講義・演習）⑦⑧［3,4限］ 

実習指導の実際（1）：実習指導の計画

立案（講義・演習）、（臨地実習オリエン

テーション含む）⑨⑩⑪⑫ 

第30- 

34日目 

11月7日(月) 

～5日間 

実習指導の実際（2）：臨地実習１クー

ル目①~㊵：20名 

 

 

11月14日(月) 

～5日間 

実施指導の実際（2）：臨地実習２クー

ル目①~㊵：20名 

 

 

第35日目 11月24日(木) 
看護師2年課程通信制教育制度 

①②③④ 

実習指導の実際（2）（リフレクション） 

①②③④ 

第36日目 11月28日(月) 実習指導の評価①②③④ 実習指導の評価⑤⑥⑦⑧ 

第37日目 11月29日(火) 実習指導の評価⑨⑩⑪⑫ 実習指導の評価⑬⑭⑮⑯ 

第38日目 12月14日(水) 閉講式 

 

※1） ①②③…の数字は講義回数（各１時間）を示しています。 

※2） 本表における e-learning受講日時はモデルケースの一例であり、各自の自己学習計画に沿った 

受講スケジュール調整が可能。 

なお、情報処理教室にて学習することが可能。 

 



4 実習指導力向上 2) 

平成 28 年度 保健師助産師看護師実習指導者講習会 科目の概要 
 

科目 概要 

教育原理 
教育の意義、教師のあり方や生徒指導、さらには教育を成り立たせている法や

制度等、幅広い観点から教育の基礎について理解する。 

教育心理 
社会の変化や人間の成長発達、性格的特徴といった観点から、教育の受け手で

ある子どもや青年の特徴について理解する。 

教育方法論 
日本の教育の特徴を踏まえて、教育と学びの歴史、学習指導の実際と指導技術、

いろいろな指導法について理解し、事例研究的教授法について実習する。 

教育方法論（講義・演習） 

学習者の理解と、学習者を動機づけることの意味と意義を理解する。また、教

育カリキュラムの基本的要素である教育内容、方法、その効果的な教材の活用

など学習する。また、自身の持つ臨床実習上の問題を、事例を通して検討する

ことを通して、看護専門職としての効果的な教育方法について理解する。 

看護（教育）論 

社会の変動の中における教育と看護について理解し、その課題を明確にする。 

講義は、看護学教育制度の歴史的変遷と現代の看護学教育制度の現状と課題、

看護の概念と理論、看護を展開する方法としての看護過程を学ぶ。 

医療倫理・看護倫理 

倫理とは何かという基本的な概念を理解し、なぜ、医療において倫理に注目す

べきか、臨床における倫理的な課題をどのようにとらえ、考えるべきか、その

道筋を理解する。 

教育評価 
教育評価の目的や必要となる視点や評価方法について、日本の教育改革の変遷

をたどりつつ理解する。 

看護教育課程（1） 

看護職基礎教育課程の基盤となっている保健師・助産師・看護師学校養成所の

指定規則やそれに関連する法律、国家試験出題基準の変遷や厚生労働省や文部

科学省の看護基礎教育に関する報告書等の経緯を知り、現在の教育の目指す方

向性について理解する。 

看護教育課程（2） 
本大学の設置主体や教育方針に基づいた看護学科の教育理念、目標とカリキュ

ラムの構成について理解する。 

看護教育課程（3） 

各看護学領域（基礎、成人（慢性期、急性期）、小児、母性、老年・在宅、精神、

地域）の教育課程について、教育目的・目標・内容、および実習指導のあり方

と実際への理解を促す。また、研修生が日常感じている臨地実習指導の現状と

その課題について、グループワークを通じて意見を出し合う。 

学生に関する情報収集と

アセスメント 

近年の学生状況と生活背景を踏まえ、学生に関する情報取集の視点・方法につ

いて理解する。また、臨地での学生の事例をもとに、情報のアセスメントを行

い、具体的な指導目標の設定と方法について理解する。 

実習場面で遭遇しやすい

看護実践と指導の実際 

各看護学領域（基礎、成人（慢性期、急性期）、小児、母性、老年・在宅、精神、

地域）の看護実践について、①実習場面で遭遇しやすい紙上事例の看護過程を

展開、および②指導者としての立場からの学生への指導・支援のあり方と実際、

の 2点からグループワークを中心とした学習を展開する。 

実践管理 
臨床実習におけるインシデントやヒヤリ・ハットの事例や対応、学生側の心理

などを紹介し、臨床実習場面における予防策、教育的支援について理解する。 

多職種連携・チーム医療・

継続医療 

現在の医療情勢における多職種連携、多機関間の連携の重要性を知り、チーム医療

や継続医療のあり方について理解する。 

実習指導の原理 

学生が各看護学の講義・演習により得た知識、技術を基に看護を実践し、既習の理

論・知識・技術を統合、深化、検証できるように支援するための原理原則と、学校

と実習施設との調整に関する具体的な方法を理解する。 

臨地指導法演習 

臨床実習におけるフィジカルアセスメントの事例や対応などを紹介し、臨床実

習場面における教育的支援について理解するグループワークを通じて教育方法

について討論する。 

実習指導の実際（1） 配置された病棟の実習指導を前提に、実習指導の計画立案の実際を学ぶ。 

実習指導の実際（2） 
実習指導計画をもとにした臨地実習指導の実際を学ぶ。 

実習指導実施後に、リフレクションを行う。 

実施指導の評価 実習指導の原理を踏まえ、実習指導の実際を通して、実習指導の評価を行う。 

看護師 2 年生課程通信制

の教育制度 

看護師 2年生課程通信制の教育制度についての解説を行う。 

 



担当科目 教員名 所属

教育方法：指導の基本的考え方
　　　　　　　：講義・演習

勝山 貴美子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

看護教育課程：(1)看護教育課程の理解 叶谷 由佳 横浜市立大学医学部看護学科/学科長

看護教育課程：(2)カリキュラムの構成と実習のねらい 渡部 節子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

看護教育課程：(3-1)各領域の教育課程 田髙 悦子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

松下 年子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

廣瀬 幸美 横浜市立大学医学部看護学科/教授

柏木 聖代 横浜市立大学医学部看護学科/教授

塚越 みどり 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

落合 亮太 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

宮内 清子 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

渡邉 知子 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

　　　　　　　　　　(3-2)課題の構造化 田髙 悦子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

伊藤 絵梨子 横浜市立大学医学部看護学科/助教

医療倫理・看護倫理 勝山 貴美子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

学生に関する情報収集とアセスメント
指導目標の設定と方法

森 みずえ 横浜市立大学医学部看護学科/教授

柏木 聖代 横浜市立大学医学部看護学科/教授

塚越 みどり 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

宮内 清子 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

三條 真紀子 横浜市立大学医学部看護学科/講師

田辺 有理子 横浜市立大学医学部看護学科/講師

前山 さやか 横浜市立大学医学部看護学科/助教

佐々木　晶世 横浜市立大学医学部看護学科/助教

杉本 健太郎 横浜市立大学医学部看護学科/助教

浅野 ゆう子 横浜市立大学附属病院/看護師

渋谷 幸枝 横浜市立大学附属病院/看護師

西野 実加 横浜市立大学附属病院/看護師

大迫 美香 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師

長田 記由 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師

実践管理：インシデント、ヒヤリ・ハット 塚越 みどり 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

多職種連携・チーム医療・継続医療 陣田　泰子 看護キャリア開発支援センター/センター長

渡部　節子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

陣田　泰子 看護キャリア開発支援センター/センター長

島田 朋子 横浜市立大学附属病院/副看護部長

稲葉 桜 横浜市立大学附属病院/看護師長

佐伯 玲菜 横浜市立大学附属病院/看護師

谷川 一美 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護部長

阪本 まり子 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師長

赤瀬 智子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

塚越 みどり 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

松本 裕 横浜市立大学医学部看護学科/講師

稲葉 桜 横浜市立大学附属病院/看護師長

吉田 友美 横浜市立大学附属病院/看護師

多田 真太郎 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師

井上 美紀子 横浜市立大学附属市民総合医療センター/看護師

廣瀬　幸美 横浜市立大学医学部看護学科/教授

佐藤 政枝 横浜市立大学医学部看護学科/教授

佐藤 朝美 横浜市立大学医学部看護学科/准教授

杉本 健太郎 横浜市立大学医学部看護学科/助教

島田 朋子 横浜市立大学附属病院/副看護部長

鈴木 美智子 横浜市立大学附属市民総合医療センター/副看護部長

実習指導の評価 中村　幸代 横浜市立大学医学部看護学科/教授

看護師2年課程通信制の教育制度 松下 年子 横浜市立大学医学部看護学科/教授

臨地指導法演習：フィジカルアセスメント
　　　　　　　　　　 ：実習で必要な看護技術

実習指導の実際（1）～（2）
　　　　　　　　　　　：実習指導の計画立案
　　　　　　　　　　　：臨地実習
　　　　　　　　　　　：リフレクション

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年度　保健師助産師看護師実習指導者講習会　科目・担当講師一覧

看護（教育）論：看護の理論、看護過程の展開、指導困難
な場合の対処等

実習指導の原理：実習指導の原理
　　　　　　　　　　 ：学校と実習機関調整
　　　　　　 　　　  ：臨床指導者の役割と実際
　　　　　　 　　　　：実習指導の実際

佐藤 政枝 横浜市立大学医学部看護学科/教授

指導場面で遭遇しやすい看護実践と指導の実際

4 実習指導力向上 2)



4  実習指導力向上 2)  平成28年度 保健師助産師看護師実習指導者講習会 実施報告 

１ 実施場所     横浜市立大学 福浦キャンパス 看護教育研究棟 他 

２ 事業期間    平成 28 年 8月 1日（月）～12 月 14 日（水）（開催期間） 

３ 受講者数    34名 

４ 事業内容     看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指導が

できるように、必要な知識・技術を習得し、看護職員の資質の向上を目的とする。   

５ 事業の評価  

1)事業計画 

平成28年4月に学内に講習会ワーキンググループ（構成員：看護学科教員 4名、附属 2病院看護部職員4名、

看護学科事務職員 4名）を設置し、今年度の事業全体の実施計画について検討を進めるとともに、開催に向けた

具体的な準備を開始した。講習会の時期については、昨年度の実績を踏まえ、授業を担当する看護学科の教員の

業務負担及び講義室の確保を考慮し、学科・大学院の講義と重複が少ない夏季休業期間（8～9月）を含めた4ヶ

月間とした。また、実習期間については、学科 3年次生の臨地実習と合わせ 11月に設定した。 

講習会開催の周知および受講者の募集は、主に大学ホームページと県内の医療機関への通知により行ったが、締

め切り（5月末）時点で定数に満たなかったことから、6月末まで期間を延期した。最終的に応募者は 35名とな

り、審査の結果、辞退者 1名を除く 34名が受講対象となった。なお、事業委託仕様書には「系列病院受け入れ上

限数は原則 4割未満とする」とあるが、附属2病院からのニーズが高く受講希望者も多数であったこと、また期

限までに応募者が定数（40名）に満たなかった現状を鑑み、神奈川県担当者に確認の上、附属 2病院から各2名

を追加募集した。 

2)事業運営 

全9回のワーキング定例会議を開催し、また適宜メール会議を活用し、メンバー間での情報共有とディスカッ

ションの時間を十分に確保した。講義・演習・実習等の運営については、科目担当者と密接に連携し、受講者の

学習環境を整えた。また、運営上の問題点や受講者側の課題等については、ワーキング長を中心にメンバーが迅

速な対応を行い、現状把握と改善に努めた。結果として、教育現場への有益なフィードバックを行うことができ

たと評価する。 

(3)今年度の振り返りと次年度にむけた取り組み 

今年度の課題となった受講者の確保については、今年度中に積極的な広報活動を開始することにより対応する。

具体的には、講習会開催の周知時期を平成 28年12月に早め、周知の範囲についても県内全域に拡大する。周知

方法は、大学ホームページでの開催予告（12月末掲載）に加え、広報パンフレット（A4判カラー印刷 4頁）を作

成し、平成 29年2月以降に、県内の医療機関や看護協会等、100施設を超える関係機関に送付する予定である。 

ワーキングでの議論や、受講者および科目担当者からの意見を踏まえ、よい点はさらに発展させるとともに、改

善すべき点についても真摯に取り組んでいく。 

3）科目等の評価 

（１）e-learningを含む講義・演習の評価 

昨年度と同様に、全 18 科目のうち「教育原理」「教育心理」「教育方法論」「教育評価」の 4 科目に e-learning

を導入した。昨年度の評価を踏まえ、e-learning科目の配置は、対面授業の科目と並行させる形で 8月～10月に

設定し、特に問題なく進行することができた。また、昨年度の受講者から「受講方法が分かりづらい」「対面授業

との関連がみえにくい」との意見が聴かれたため、今年度は開講式の直後に十分なオリエンテーションの時間を

設け、e-learningのシステムや受講方法、対面授業との関連について、配布資料をもとに説明を行った。 

 2 年目の開講ということもあり、各科目の担当者は対象者のニーズやレディネスに合った授業内容を準備・提

供しており、受講者からは概ね好評であった。一部の科目で、講義内容が重複することがあり、担当者間での調



整が課題となった。演習の運営に関しては、同様のメンバーでのグループワークとならないよう、各科目でグル

ープ編成を組み替える等の工夫をした。その結果、様々なメンバー間でのディスカッションが可能となり、高い

教育効果が得られたと評価する。 

 また、学科の授業（技術演習の科目）に観察者（担当教員の指導のもと部分的な介入あり）として参加する形

式で展開された演習科目では、学生のレディネスや教育の実際を体験的に学習する機会となり、受講者からも高

い評価が得られた。 

 今年度は、講義・演習科目を学科の教員が、実習科目を附属 2病院看護部が主担当する形式としたが、相互が

関連する授業を聴講することや、適宜情報交換をしながら科目内容を構築・修正することで、綿密な調整のもと

スムーズに講義・演習・実習を繋げることができた。 

（２）実習の評価 

 実習前の「実習指導の実際」の講義では、基礎教育における実習の位置づけ・意義、3 観「教材観」「学生観」

「指導観」による実習指導の計画立案を学び、実習指導役割と教員・スタッフと協働する指導者像を考えること

ができた。 

 臨地実習では、横浜市立大学附属 2 病院で実施された横浜市立大学看護学科 3 年次生の「成人看護学実習Ⅰ」

「母性看護学実習」「精神看護学実習」にて 3日間、臨床実習指導者のシャドーイングを主とする形式で行った。

積極的に実習に取り組む受講者も多く、学生への直接的な指導や、教員・スタッフが協働して指導する場面の見

学などを体験することができた。事後アンケートでは、臨地実習を受け入れる病院の環境に対する満足度が、前

年度と比較して高い値となっており、実習前の学習の効果もあり、臨地実習に対する現場理解がより進んだもの

と思われる。 

 実習後には、3 観によるリフレクションと実習指導の評価の講義により、実習指導の在り方や自己の職場にお

ける指導環境等について意見交換がなされ、学生および実習に対する理解をさらに深めることができた。アンケ

ート結果からも、臨地実習による自己の教育的関わりを振り返り、実習指導者の役割や自己の考えを明確化した

ことがうかがえ、教育的効果は十分に得られたと評価する。 

（３）次年度への課題と対応策 

 各科目の講義・演習・実習と e-learningとの関連性については、未だ不十分な点も多く、次年度も継続して相

互間の有機的な繋がりや流れをつくっていく必要がある。このため、各科目の担当者が e-learningの内容を十分

に理解した上で授業を計画・実施できるよう、情報の共有方法について検討を進めていく。 

講義内容やグループ演習のテーマが重複した点についても、次年度に向けた改善策として、講義・演習・実習に

関するすべての資料を担当者全員が閲覧できるようなシステムを整える。 

（４）受講者による授業評価 

 昨年度と同様の内容で、すべての科目終了後（11/29）に受講者による評価を実施した。質問は 7項目であり、

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の回答は、問 1で79％、問2で65％、問3で 91％、問4で85％、問

5で97％、問6で100％、問7で 97％と、全体的に概ね高い評価であった。最も評価の低かった問 2 「e-learning、

講義、演習は、効果的な学びにつながったか」に関しては、前述のように開催側の課題も明確になっており、次

年度にはさらなる改善が見込まれると考えている。また、問 2は科目の総合評価となっているが、次年度からは

e-learningと対面授業の科目を分けて評価することも検討する。 

全体を通して、受講者からは前年度よりも高い評価が得られており、これらには課題を踏まえた改善のための取

り組みに対して一定の成果が得られたものと評価する。本結果を踏まえ、さらに質の高い実習指導者の育成に向

けて、教育内容の見直しと教育環境の整備を行い、新たな受講者を迎える準備を進める予定である。 

 



 　5  多職種協働 平成　28年　12月　21日

コース名

日時 場所

講師 参加者

コース担当者横浜市立大学看護キャリア開発支援センター

コース概要

【ねらい】
横浜市立大学病院は中期計画の「人材育成」特に「2病院の医療人材育成」推進に向け、「プ
ロフェッショナルな大学(病院)職員」の育成を今年度の重点目標とし、専門性の向上に取り組
んでいる。本研修では、互いの専門性を尊重しながら、さらに職種を超えて協働し、課題解決
に向けて共に取り組む職員の育成をねらいとする。
【目標】
１．他部署、他部門の特徴を理解し、自己の役割を再認識して行動できる。
２．多職種協働の原理・原則を理解して行動できる。
３．横浜市立大学の理念を共有し、日常業務に繋げて行動できる。
【内容】
テーマ：これからの専門職連携教育と協働

評価

【研修参加者】今回の参加者は8職種４１名であった。内訳は看護師22名（61%）、放射線技師6名
（15%）、事務3名(7%)、他に医師、臨床工学技士、薬剤師、理学療法士、臨床検査技師であった。当院
就業後の経験年数は、1～3年目、4～6年目各8名（20.8%）、7～10年目3名（7.8%)１１年目以上22名
（53.6%）であった。
【研修評価】
研修の満足度は、「とても満足」と「まあまあ満足」を合わせると100%であった。「ワークを通してＩＰＷを学
ぶ事ができた」「他職種の方々とご一緒出来てよかった」「他職種の方々と業務以外で交流できた」「マ
シュマロチャレンジがおもしろかった」とあり研修内容としては適切であったと考える。
Ⅰ.研修内容
「多職種協働に必要なＩＰＥ＆ＩＰＷの原理について」の理解については、「理解できた」「まあまあ理解で
きた」を合わせるとほぼ100%であった。「まあまあ理解できた」の理由では「少し難しかった」「はじめて聞く
コトバながら分かりやすく説明いただけた」とあった。
Ⅱ‐2　「ＩＰＷを実践できているか」について
「実践している。」「一部の他職種としている」が39名（95%）であり、実践しているが時々出来ていないこと
もあるという意見もあった。
Ⅱ‐3　「ＩＰＷを実践する上で大事にしていることや必要と思うこと」は、
3職種9名が「お互いを尊重する」とあげており、他には「コミュニケーションを大事にする」「思いやり」「あ
いさつ」「感謝」「信頼」等、主に人間関係構築に必要な要素であった。また、「協働者の専門性を理解」
「チーム全体の目標の理解」「同じ目標へ向けての努力」「目的の共有」「成果の共有」という組織内での
多職種協働の役割や強みに関する意見があったが、これは看護師以外からが多かった。
Ⅱ‐4　演習への参加態度は、
「積極的に参加できた」「まあまあできた」で100%であった。演習は3職種以上の混合メンバーで制限時
間内に1つの作業を成功させるというものであったが、チームで協力することや他者の意見を聴くなど、
その後の講義で深めることができており、自分の意見を発言できたという記載があった。
Ⅱ‐5　その他の意見要望では、
「気持ちよく参加できた。」「刺激的だった。」「他職種の人ともう少し話す時間があればよかった。」「実践
できていない事を実感した。」という意欲的な意見や、Ⅱ‐2を受けて、研修の継続性や他者（特に管理
職）への勧めの要望があった。
【総括】
参加態度やアンケート結果から、今回のコース目標である「～行動できる」前段階にまでは目標達成で
きたと考える。今後は一人一人が行動化できていることを確認しあうこと、このような研修を継続すること
が必要であること示唆された。

平成28年度 多職種協働研修　総括評価　(市民総合医療センター)

平成28年度　横浜市立大学看護キャリア開発支援センター主催「多職種協働研修」
　　　　　　　　　安全管理室、職員教育・研修委員会共催

平成28年12月5日（月）17:30～19:30 研究棟　4階会議室

陣田泰子
　　（看護キャリア開発支援センター長）

41名
（看護師25名　放射線技師6名　事務3名　医師
2名　臨床工学技士2名　薬剤師1名　理学療法
士1名　臨床検査技師1名）



研修名

日時 場所

講師 参加者

担当者

評価

【研修参加者】今回の参加者は8職種61名であった。内訳は看護師37名（61%）、放射線技師5
名（8%）、事務9名(9%)、他に医師、栄養士、薬剤師、理学療法士、臨床検査技師であった。当
院就業後の経験年数は、1～3年目7名(12％)、4～6年目12名（20%）、7～10年目15名（25%)１１
年目以上26名(43％）であった。
【研修評価】
「とても満足(53%)」と「まあまあ満足(45%)」と併せて98%の回答であり、研修内容についての満
足度は高かった。フリーコメントにも「こういう機会があまりないので、とても良かった」「他の職
種、職員と仲良くなった」「ワールドカフェの方法がとても参考になった」「このような研修を多く
の方が受けられるととても良いと思う」とあり、研修内容は適切であったと考える。研修全体がテ
ンポアップした展開ではあったが、研修参加者のうち、16名(26%)が係長以上であり、部署ス
タッフもリーダー、チーフリーダー、副師長クラスのものが多く、もともとのスキル、協働の意識
の高さがその要因と考える。
Ⅰ.研修内容
「多職種協働に必要なＩＰＥ＆ＩＰＷの原理について」の理解については、「理解できた」「まあま
あ理解できた」が半数ずつであり、100%のものが理解できていた。
Ⅱ‐2　「ＩＰＷを実践できているか」について
「実践している。」「一部の他職種としている」が58名（96%）であり、殆どの参加者は日頃より実
践できていると回答されていた。
Ⅱ‐3　「ＩＰＷを実践する上で大事にしていることや必要と思うこと」は、
コメント回答者の40%以上がコミュニケーションの大切さ、コミュニケーション能力を挙げており、
次いで「相手の立場を理解する」「相手を尊重する」という意見が多かった。その他、「目標を
共有する」「相手の役割・立場を理解する」等、ノンテクニカルスキルに通ずるものが多かった。
Ⅱ‐4　演習への参加態度は、
「積極的に参加できた」「まあまあできた」で98%であった。演習への参加状況や講義の聴講状
況からも積極的に参加されていたと評価できる。
Ⅱ‐5　その他の意見要望では、
「楽しく参加できた。」「多くの人がこの研修を受けると良いと思う。」「続けて研修をしてほし
い。」という意見があった。
【総括】参加態度やアンケート結果から、IPE＆IPWについて理解できており、実践していく上
でのポイントや重要なスキルを想起できていたため、研修の目標は達成できたと考える。
今回は初めての研修であり、IPE＆IPEの理解を第一段階の目標としたが、今後は、共通の知
識、言語を持つ仲間を増やしていくこと、いろいろな人・顔を知る機会を持つことが必要と考え
る。

　5  多職種協働 平成　29年　1月　31日

平成28年度 多職種協働研修　総括評価　(附属病院)

平成28年度　横浜市立大学看護キャリア開発支援センター主催「多職種協働研修」
　　　　　　　　　安全管理室、教職員研修委員会共催

平成29年1月18日（水）17:30～19:30 シミュレーションセンター

陣田泰子
　　（看護キャリア開発支援センター長）

61名
（看護師37名　放射線技師5名　事務9名　医師
1名　薬剤師2名  　理学療法士3名　臨床検査
技2名  栄養士2名）

横浜市立大学看護キャリア開発支援センター

概要

【ねらい】
横浜市立大学病院は中期計画の「人材育成」特に「2病院の医療人材育成」推進に向け、「プ
ロフェッショナルな大学(病院)職員」の育成を今年度の重点目標とし、専門性の向上に取り組
んでいる。本研修では、互いの専門性を尊重しながら、さらに職種を超えて協働し、課題解決
に向けて共に取り組む職員の育成をねらいとする。
【目標】
１．他部署、他部門の特徴を理解し、自己の役割を再認識して行動できる。
２．多職種協働の原理・原則を理解して行動できる。
３．横浜市立大学の理念を共有し、日常業務に繋げて行動できる。
【内容】
テーマ：これからの専門職連携教育と協働
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平成 27 年度 看護キャリア開発支援センター会議・関連ワーキングメンバー一覧 

会議名 役職 氏名 所属 職位 

看護キャリア

開発支援セン

ター運営会議 

センター長 陣田 泰子  臨床教授 

副センター長(兼)  西野 均 医学・病院統括部職員課 職員課長 

副センター長(兼)  田中 淳子 医学・病院統括部職員課 看護職員採用担当課長 

副センター長(兼)  廣瀬 幸美 横浜市立大学医学部看護学科 連携推進部門長・教授 

副センター長(兼)  佐々木 佳代 横浜市立大学附属病院 教育・臨床実習担当副看護部長 

副センター長(兼)  鈴木 美智子 市民総合医療センター 教育・実習担当副看護部長 

係長(兼) 松月 美雄 医学・病院統括部職員課 係長 

担当看護師長(兼)  加藤 弘美 横浜市立大学附属病院 教育担当看護師長 

担当看護師長(兼)  池田 恵理 市民総合医療センター 教育担当看護師長 

担当職員(兼)  斉藤 寛之 医学・病院統括部職員課 採用担当職員 

 

ワーキング名 氏名 所属 職位 

実習指導者講習会ワーキング 渡部 節子 横浜市立大学医学部看護学科 教務部門長・教授 

廣瀬 幸美 横浜市立大学医学部看護学科 連携推進部門長・教授 

千葉 由美 横浜市立大学医学部看護学科 教授 

叶谷 由佳 横浜市立大学医学部看護学科 看護学科長・教授 

佐々木 佳代 横浜市立大学附属病院 教育･臨床実習担当副看護部長 

加藤 弘美 横浜市立大学附属病院 教育担当看護師長 

鈴木 美智子 市民総合医療センター 教育･実習担当副看護部長 

池田 恵理 市民総合医療センター 教育担当看護師長 

長安 省吾 福浦キャンパス学務・教務課 看護学担当係長 

長谷川 遥 

山脇 利絵 

下田 依子 

和田 悠佑 

福浦キャンパス学務・教務課 学務教務課職員 

 

ワーキング名 氏名 所属 職位 

看護職員確保と定着促進「看護学科生の

就職支援と定着促進」ワーキング 

赤瀬 智子 横浜市立大学医学部看護学科 看護学科学生支援部門長・教授 

野水 桂子 横浜市立大学附属病院 総括副看護部長 

濱崎 登代子 市民総合医療センター 総括副看護部長 

田中 淳子 医学・病院統括部職員課 看護職員採用担当課長 

 

ワーキング名 氏名 所属 職位 

キャリア支援ワーキング 鈴木 美智子 市民総合医療センター 教育･実習担当副看護部長 

池田 恵理 市民総合医療センター 教育担当看護師長 

佐々木 佳代 横浜市立大学附属病院 教育･臨床実習担当副看護部長 

加藤 弘美 横浜市立大学附属病院 教育担当看護師長 

廣瀬 幸美 横浜市立大学医学部看護学科 連携推進部門長・教授 

 

ワーキング名 氏名 所属 職位 

広報誌「ニュースレター」ワーキング 田中 淳子 医学・病院統括部職員課 看護職員採用担当課長 

千葉 由美 横浜市立大学医学部看護学科 教授 

鈴木 美智子 市民総合医療センター 教育･実習担当副看護部長 

佐々木 佳代 横浜市立大学附属病院 教育･臨床実習担当副看護部長 



 



平成 28 年度 看護キャリア開発支援センター会議・関連ワーキングメンバー一覧 

会議名 役職 氏名 所属 職位 

看護キャリア

開発支援セン

ター運営会議 

センター長 陣田 泰子  臨床教授 

副センター長(兼)  西野 均 医学・病院統括部職員課 職員課長 

副センター長(兼)  佐々木 佳代 医学・病院統括部職員課 看護職員採用担当課長 

副センター長(兼)  廣瀬 幸美 横浜市立大学医学部看護学科 連携推進部門長・教授 

副センター長(兼)  島田 朋子 横浜市立大学附属病院 教育・臨床実習担当副看護部長 

副センター長(兼)  鈴木 美智子 市民総合医療センター 教育・実習担当副看護部長 

担当係長(兼) 松月 美雄 医学・病院統括部職員課 職員担当係長 

担当看護師長(兼)  稲葉 桜 横浜市立大学附属病院 教育担当看護師長 

担当看護師長(兼)  阪本 まり子 市民総合医療センター 教育担当看護師長 

担当職員(兼)  井内 七重 医学・病院統括部職員課 採用担当職員 

 

ワーキング名 氏名 所属 職位 

実習指導者講習会ワーキング 佐藤 政枝 横浜市立大学医学部看護学科 教授 

渡部 節子 横浜市立大学医学部看護学科 学生支援部門長・教授 

廣瀬 幸美 横浜市立大学医学部看護学科 連携推進部門長・教授 

杉本 健太郎 横浜市立大学医学部看護学科 助教 

島田 朋子 横浜市立大学附属病院 教育･臨床実習担当副看護部長 

稲葉 桜 横浜市立大学附属病院 教育担当看護師長 

鈴木 美智子 市民総合医療センター 教育･実習担当副看護部長 

阪本 まり子 市民総合医療センター 教育担当看護師長 

長安 省吾 福浦キャンパス学務・教務課 看護学担当係長 

長谷川 遥 

斉藤 摩耶 

和田 悠佑 

福浦キャンパス学務・教務課 学務教務課職員 

 

ワーキング名 氏名 所属 職位 

看護職員確保と定着促進「看護学科生の

就職支援と定着促進」ワーキング 

渡部 節子 横浜市立大学医学部看護学科 学生支援部門長・教授 

藤波 富美子 横浜市立大学附属病院 総括副看護部長 

濱崎 登代子 市民総合医療センター 総括副看護部長 

佐々木 佳代 医学・病院統括部職員課 看護職員採用担当課長 

 

ワーキング名 氏名 所属 職位 

キャリア支援ワーキング 鈴木 美智子 市民総合医療センター 教育･実習担当副看護部長 

阪本 まり子 市民総合医療センター 教育担当看護師長 

島田 朋子 横浜市立大学附属病院 教育･臨床実習担当副看護部長 

稲葉 桜 横浜市立大学附属病院 教育担当看護師長 

廣瀬 幸美 横浜市立大学医学部看護学科 連携推進部門長・教授 

 

ワーキング名 氏名 所属 職位 

広報誌「ニュースレター」ワーキング 佐々木 佳代 医学・病院統括部職員課 看護職員採用担当課長 

鈴木 美智子 市民総合医療センター 教育･実習担当副看護部長 

阪本 まり子 市民総合医療センター 教育担当看護師長 

島田 朋子 横浜市立大学附属病院 教育･臨床実習担当副看護部長 

稲葉 桜 横浜市立大学附属病院 教育担当看護師長 

杉本 健太郎 横浜市立大学医学部看護学科 助教 

井内 七重 医学・病院統括部職員課 採用担当職員 

 



平成 27年度看護キャリア開発支援センター運営会議・実施一覧 

回 月日・場所  

1 平成27年4月30日(木) 

附属病院 看護キャリア開発支

援センター長室 

１．センターの規程等説明 

２．取り決め事項の検討 １）会議の名称と開催について 

２）所掌業務の確認と役割分担と業務遂行の在り方について 

2 平成27年6月1日(月) 

附属病院 看護キャリア開発支

援センター長室 

１．【看護職員確保と定着促進】【広報】【教育キャリア支援】【実習指導

者講習会】各チームの活動報告と懸案事項の検討 ２．センター年間活

動計画の確認 ３．センターの基本方針について 

3 平成27年7月8日(水)  

附属病院 看護キャリア開発支

援センター長室 

１．病院経営推薦本部会報告 ２．各チームの活動報告と懸案事項の検

討 センターのパンフレットの検討、新任師長研修、副看護師長研修に

ついて、実習指導者講習会日程について等 

３．2病院看護師長とのヒヤリング結果について 

4 平成 27年 8月 12日（水）

附属病院 看護キャリア開発支

援センター長室 

１．他大学SD（Staff Development）センターについての情報 

提供 ２．各チームの活動報告と懸案事項の検討 ３．キャリア 

開発支援センター主催の研修企画について 

5 平成27年9月7日(月)  

附属病院 看護キャリア開発支

援センター長室 

１．次年度教育計画の方向性と特徴について ２．センター小冊 

子作成について ３．各チームの活動報告と懸案事項の検討 看 

護キャリア開発支援センターの HP開設について、リーダー看護 

師対象研修「看護実践マネジメント研修」の企画等 

6 平成27年10月5日(月)  

附属病院 看護キャリア開発支

援センター長室  

１．「附属 2 病院の看護の特徴の明確化について ２．各チームの活動

報告と懸案事項の検討 「副看護師長研修」の実施結果報告、ニュース

レター発行について等 

7 平成27年11月2日(月) 

 附属病院 看護キャリア開発

支援センター長室 

１．ジェネラリストの定義等について ２．各チームの活動報告と懸案

事項の検討 看護職員確保と定着促進について、「看護の知の見える

化・概念化」研修について、実習指導者講習会臨床実習について、看護

学科「キャリア支援ガイダンス」について等 

8 平成27年12月3日(木) 

 附属病院 看護キャリア開発

支援センター長室  

１．各チームの活動報告と懸案事項の検討 「職員アンケート」実施に

ついて、実習指導者講習会閉講式について ２．キャリア支援室の教育

相談機能について ３．「ジェネラリスト育成のためのコンセプトにつ

いて 

9 平成28年1月15日(金) 

附属病院 看護キャリア開発支

援センター長室)  

１．各チームの活動報告と懸案事項の検討 次年度の採用に向け 

た広報活動について、実習指導者講習会終了報告等 ２．副看護 

部長合同の検討開催について：ジェネラリストの定義の共有と 

横浜市立大学ならでは強み、キーワードの発掘を目的とした。 

10 平成28年2月5日(金) 

 附属病院 看護キャリア開発

支援センター長室  

１．各チームの活動報告と懸案事項の検討 「看護の知の見える化、概

念化」研修報告、年間チーム活動評価について ２．各拠点からキャリ

ア支援関連の情報提供 ３．副看護部長合同検討会報告 ジェネラリス

トの定義とキャリア支援の構造化について 

11 平成28年3月7日(月) 

 附属病院 看護キャリア開発

支援センター長室 

１．各チームの年間活動報告 ２．職員アンケート結果の活用について 

３．次年度キャリア開発支援センターの活動について ４．ジェネラリ

ストの定義とキャリア支援の構造化について ジェネラリストの考え

方(定義)・概念図案作成 ５．「看護キャリア開発支援センター概要」

作成について 

 

 



平成 28年度看護キャリア開発支援センター運営会議実施一覧 

回 月日・場所  

1 平成28年4月27日(水) 

附属病院 看護キャリア開

発支援センター室 

１．看護キャリア開発支援センターの規程、所掌業務等の説明 

２．平成 28 年度の取組みについて…多職種協働、特定行為、クリニカルラ

ダーとＣＤＰとの整合性、センター概要小冊子作成について等 

2 平成28年5月25日(水)  

附属病院 看護キャリア開

発支援センター室 

１．平成 28 年度目標について ２．各チーム【看護職員確保と定着促進】

【広報】【教育キャリア支援】【実習指導者講習会】【キャリアデザイン・多

職種連携】の取り組み目標と年間活動計画について ３．ジェネラリストの

ための基盤スキル(YCU-N)について 

3 平成28年6月29日(水)  

附属病院 看護キャリア開

発支援センター室 

１．看護キャリア開発支援センター 概要案内(小冊子)について ２．各チ

ームの活動報告と懸案事項の検討…キャリア支援 WG 報告、クリニカルラダ

ーについて情報共有、新任看護師長研修の報告など 

4 平成28年7月20日(水) 

センター病院 看護キャリ

ア開発支援室  

１．各チームの活動報告と懸案事項の検討…採用状況報告、実習指導者講習

会参加申し込み状況と開講式について等 

２．職員アンケートの見直しについて 

5 平成28年8月24日(水)  

センター病院 看護キャリ

ア開発支援室  

１．職員アンケート項目修正と今後のスケジュールについて 

２．各チームの活動報告と懸案事項の検討…ジェネラリストの教 

育体系(案)の検討状況、今後の研修予定について、実習指導者講習会実施状

況の報告 

6 平成28年9月21日(水)  

附属病院 看護キャリア開

発支援センター室 

１．各チームの活動報告と懸案事項の検討…大学企画総務部人事 

課による職員アンケートについての情報、ニュースレター作成に 

ついて、多職種協働研修の企画について等 ２．ジェネラリストの 

基盤スキルの検討⇒クリニカルラダーとCDPの考え方について各組 

織で方向性を検討していく。 

7 平成 28 年 11 月 21 日(月) 

附属病院 看護キャリア開

発支援センター室 

１．各チームの活動報告と懸案事項の検討…採用状況報告、「看 

護の知の見える化・概念化」研修報告、実習指導者講習会臨床実 

習の状況報告、12/5多職種協働研修(センター病院)の準備・スケ 

ジュール打ち合わせ等 ２．11/30に職員アンケート結果説明、 

ジェネラリストの基盤スキルの検討 

8 平成 28 年 12 月 21 日(水) 

センター病院 看護キャリ

ア開発支援室  

１．各チームの活動報告と懸案事項の検討…ニュースレター原稿案 

の共有、職員アンケートの結果を管理会議にて説明、副看護師長 

研修報告、特定行為研修の受講生の状況報告 ２．多職種協働研 

修 12/5センター病院実施報告 

9 平成29年1月23日(水)  

附属病院 看護キャリア開

発支援センター室 

１．職員アンケートのまとめと今後の取り組み課題について検討  ２． 

各チームの活動報告と懸案事項の検討…新任師長予定者研修について、 

「ジェネラリスト育成に関する基本的考え(案)」の提示と説明⇒OECDの 

考え方を入れ込んでいく。ラダーを基盤としたＣＤＰ横浜市大版の作成 

に向けて検討していく ３．多職種協働研修1/18 附属病院の実施報告  

10 平成29年2月22日(水)  

附属病院 看護キャリア開

発支援センター室 

１．シンポジウムの情報共有 ２．各チーム今年度目標評価 次年度目

標については人事交流の考え方・システムの検討が必要 ３．看護キャ

リア開発支援センター実績まとめについて ４．ジェネラリスト育成の

考え方は概要の冊子と別だてとする。 

11 平成 29 年 3 月 15 日(水)  

センター病院 看護キャリ

ア開発支援室  

１．組織図の確認…「学内協働組織」２．次年度目標案の検討  

看護人材確保・定着促進と WLB、人事交流、特定行為研修、ジェネラリ

スト育成、多職種協働を keywordとして立案 ３．実績報告書 4月中に

発行予定  ４．次年度会議日程について 

 



 

 

 

 

 

 

Ⅴ その他・資料 

 

 

 

 

 

 

 

              



多職種協働の人材育成を目指して

看護キャリア
開発支援センター

　看護キャリア開発支援センターは、横浜市立大学附属病院、横浜市立大学

附属市民総合医療センター、そして横浜市立大学医学部看護学科、さらに看

護学生まで、広く看護職に対して「病院に働く職員の最大集団である看護職

のキャリアを、学生時代からサポートする拠点が必要である」との願いの元に

設置されました。

　採用活動から、キャリア開発支援までのトータルなサポーターとして皆様と

共に、看護師としての喜びと、また苦労も味わいながら成長していくことので

きる仲間―実践共同体―として活動していきたいと願っております。

陣田泰子センター長

YOKOHAMAでCARRERをSTEP UP！

学びの途上の学生も 働く職員も
みんなが輝く…すてきに輝く！

〒236-0004　神奈川県横浜市金沢区福浦3-9　TEL:045-352-7538

公立大学法人 横浜市立大学附属病院

看護キャリア開発支援センター ～学ぶ学生も、働く職員もみんなが輝くYCU！～

平成27年4月OPEN！

MAP

Yokohama City University Medical Center

医学部看護学科
School of Medicine Nursing Course

市大マスコットの
ヨッチーです。
よろしく！

八景島シーパラダイス

横浜中華街

め ざ す ゴ ー ル



看護師の
ワークライフ
バランスの推進

7つの事業を柱に展開
キャリア開発支援センターでは、さまざまな角度から看護キャリアを支援するために、
以下の事業を柱に展開していきます。

看護キャリア開発支援センター　推進体制

【事業内容】

多彩な機関と連携しながら構成
センター病院総務課及び福浦キャンパス学務・教務課においては、職員課とともに、事務局の一部を担うことで、
看護キャリア開発支援センターの運営に関わっていきます。また、2病院及び医学部の調整を行っている
医学・病院企画課とも連携を図りながら、看護キャリア開発支援センターの運営を行います。

【組織体制】 看護キャリアのあらゆるシーンでサポート
キャリア支援センターは、看護師を目指す過程からジェネラリストとして自立、
また管理者となって以降もあらたなるキャリア形成に向けて、支援を行っていきます。

【キャリア形成のイメージ】

看護キャリア開発
支援センター

横浜市立大学附属2病院
と横浜市立大学医学部
看護学科との連絡協議会

副センター長（兼）附属病院副看護部長（教育） 担当係長（兼）附属病院看護師長（教育）

副センター長（兼）センター病院副看護部長（教育） 担当係長（兼）センター病院看護師長（教育）

副センター長（兼）看護学科連携推進部門長

副センター長（兼）看護師採用担当課長

副センター長（兼）医学・病院統括部職員課長 担当係長（兼）医学・病院統括部職員担当係長

2病院と看護学科の連携【協力連携】

実習指導者の話をメモする学生

実習指導者講習会開講式

看護学科教員による
リーダーシップ研修

学科生対象の病院説明会

新採用者　技術研修 精神看護CNSによる
セルフマネジメント研修

急性・重傷患者看護CNSとして
危険予知・臨床推論等の講義を担当

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

看護キャリア開発支援センタ
ー

研　究

研　修

教　育

センター病院附属病院

看護学科

講師
派遣

研修
派遣

人事
交流

キャリア開発支援センターを軸に、附属2病院看護部と看護学科
の相互の臨床実践能力、教育研究能力を活かした連携を図って
います。

看護師が看護学科の授業、実習を、教員が附属2病院看護部の研修
を支援し、相互の教育的役割を担っています。

教員が臨床現場で研修を行い、臨床実践能力の維持や向上を図っ
ています。また、臨床実習指導者や教育担当者が看護学科の授業参
加や、教員との合同研修を通して、看護学生の教育状況や教員の役
割などの理解を深めています。また、２病院の特性に応じた研修に
参加することで、ジェネラリストとしての能力向上を図っています。

看護実践の改善、及び研究に取り組む力を高めるために、相互の研
究活動の推進を図っています。その一環として、教員による研究指導
や教員との共同研究、看護研究発表会を開催しています。

附属2病院に勤務する看護師が、個々の能力を最大限に発揮し、臨
床実践能力の更なる向上を図ることを目的に、計画的に附属2病院
間の人事交流を目指します。

キャリア支援プログラム（CDP）【能力開発】

キャリア開発を具体化するための方法として、組織で取り組む人
材育成プログラムのことです。臨床実践能力を、「看護サービス
実践能力」「マネジメント能力」「人間関係能力」「教育・研究能
力」に分類し、5段階に分けた段階別到達目標に基づき評価し、
能力開発をすすめます。

看護サービス
実践能力

人間関係
能力

マネジメント能力

教育・研究能力

スペシャリスト・管理者・教育者

ジェネラリストとして活躍
ジェネラリストとして自立

就職

入学

看護職員
確保と定着

新採用看護
職員教育

看護師の
キャリア支援

看護管理者
キャリア支援

附属2病院と
看護学科との
連携調整 実習指導力

向上

看護師の
ワークライフ
バランスの推進

1 3 5 7

2 4 6

教育連携

相互研修

人事交流

研究交流

附属病院長、センター病
院長、医学・病院統括部長、
センター病院管理部長、
附属病院看護部長、セン
ター病院看護部長、看護
学科長









附属2病院と看護学科における共同研究・連携事業実績（横浜市立大学附属病院）
依頼元 月日

依　　頼　　内　　容
依頼先

対象 種別 内容 テーマ
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1年間 ６-１病棟　
金成咲、三尾綾子、吉田智美 研究指導講師 看護研究 入院中の幼児の睡眠に対する親の意識 小児看護　廣瀬幸美教授

1年間 ６-１病棟　牧田美加、齋藤聡美 研究指導講師 看護研究 （仮）化学療法を行っている患児の食事に関する研究 小児看護　廣瀬幸美教授

1年間 NICU 田中涼子、十和田澄美子、小島
香澄美 研究指導講師 看護研究 低出生体重児の母親の育児ストレスについて 小児看護　廣瀬幸美教授

1年間 NICU　石川弥生 研究指導講師 看護研究 急性期病院に勤務している助産師の離職意向に関連する要因 老年看護ケアマネジメント
柏木聖代教授

1年間 NICU　日下広子 研究指導講師 看護研究 （仮）NICUにおけるソフトカップ授乳の実態調査 小児看護　廣瀬幸美教授
杉村篤士助教

1年間 ６-２病棟　山本祥子、浅沼まいか 研究指導講師 看護研究 入院中の母乳育児習得過程への支援 母性看護　中村幸代教授
佐藤いずみ助教

1年間 ６-３病棟　矢野菜月、棚田萌子、
松本みずほ、塩島範子、小沼恵理 研究指導講師 看護研究 緊急入院時に患者が看護師に求めるニーズ 成人看護Ⅱ　三條真紀子講師

1年間 ６-４病棟　山本純、松木将吾、星正
雄 研究指導講師 看護研究 精神科臨地実習における専任制の有用性について 精神看護　松下年子教授

1年間 ７-１病棟　金子容子、 
遠藤満里子、瀧澤有希子 研究指導講師 看護研究 術後経腸栄養指導が必要となった食道癌患者への関わり－看護師へ

のインタビューを通して看護を振り返って－ 成人看護Ⅱ　三條真紀子講師

1年間 ７-２病棟　 
加来成予、小林愛、桜井結花 研究指導講師 看護研究 （仮）整形外科病棟にける災害看護 老年看護　叶谷由佳教授

1年間 ７-３病棟 　三浦武　　　　　　　　　　　　研究指導講師 看護研究 看護師の転倒・転落に対する直感的な臨床判断と対応 成人看護Ⅱ　徳永友里助教

1年間 ７-３病棟　立石由佳、 
竹内あかり、真子春菜 研究指導講師 看護研究 臨床実習指導における看護師の思いや感情 老年看護ケアマネジメント

柏木聖代教授

1年間 ７－３病棟　 
伊藤ひとみ、吉澤恵 研究指導講師 看護研究 意識レベルが低下した患者の意思決定における脳神経外科病棟に勤

務する看護師のジレンマ 基礎看護　勝山貴美子教授

1年間
７－３病棟　 
杉本亜紀、梁川淑都奈、宇江城沙織、
河西奈々美、山口明日香、
新井瑤子

研究指導講師 看護研究 リンパ管静脈吻合術を受ける患者が手術に期待すること 基礎看護　塚越みどり准教授

1年間 ７-４病棟　石井美紀、 
瀧田麻美、川口真澄 研究指導講師 看護研究 病棟看護師の口腔ケアの現状と教育介入前後の比較 成人看護Ⅱ　千葉由美教授

1年間 ７-４病棟　小林亨　 研究指導講師 看護研究 術後シバリングの発生率とそのリスクファクターに関する後ろ向き観
察研究 成人看護Ⅱ　落合亮太准教授

1年間 ８-１病棟　武重陽子、 
７-4 病棟　坂正春 研究指導講師 看護研究 看護職のワーク・エンゲージメントと個人・組織の活性化に関する要

因 基礎看護　勝山貴美子教授

1年間 ８-３病棟　 
前田薫、佐伯玲菜 研究指導講師 看護研究 血液内科病棟に勤務する看護師と医師の終末期血液がん患者のイン

フォームドコンセントに対する意識調査 成人看護Ⅱ　三條真紀子講師

1年間
８-４病棟　 
西野実和、安川奈緒美、 
小野寺恵美、上田明日美

研究指導講師 看護研究 血液透析導入期の効果的な患者指導における熟達看護師の実践知 老年看護　叶谷由佳教授

1年間 9-1･4 病棟　 
松元聡美、森朱輝、 研究指導講師 看護研究 （仮）感染：結核・ＡＩＤＳなどに関する研究 成人看護Ⅰ　渡部節子教授

1年間
９-２病棟　相馬愛子、竹田弘美、平
林百合子、上野直美、 
秋吉彩香、平田友美、小山猛

研究指導講師 看護研究 逆行性超選択的動注化学放射線療法を受ける口腔患者の皮膚障害に
関する実態調査 看護生命科学　赤瀬智子教授

1年間
９-３病棟　 
長野郁美、藤田純、 
高橋麻衣子、安田みなみ

研究指導講師 看護研究 看護師の口腔ケアに関する意識調査 老年看護　叶谷由佳教授

1年間 ９-３病棟　川合千果 研究指導講師 看護研究 頭頸部癌患者の放射線化学療法の皮膚症状に関するケア 成人看護Ⅱ　千葉由美教授
1年間 ACU　古川将之、富井ルミ 研究指導講師 看護研究 （仮）A 病院のせん妄患者に関わる医療スタッフの意識調査 精神看護　松下年子教授

1年間 手術室　
中村加奈、石坂卓也、島田朋子 研究指導講師 看護研究 手術室看護師の術後訪問に関する認識 基礎看護　勝山貴美子教授

1年間 手術室　田口翔 研究指導講師 看護研究 手術室に関する研究 成人看護Ⅱ　徳永友里助教

1年間 内科外来　野見山映子、
血液浄化センター　岩崎和子 研究指導講師 看護研究 糖尿病腎症３期の患者における透析予防指導に関する研究 成人看護Ⅰ　森みずえ教授

1年間 放射線センター
クムウォン江理子、新津真由美 研究指導講師 看護研究 （仮）苦手意識の高い内視鏡検査・処置への教育計画に関する検討 成人看護Ⅱ　千葉由美教授

1年間 ACU・CCU 深水麻美、中塩遼
ICU・HCU　高橋弥生 研究指導講師 看護研究 (仮）救急・集中治療病棟における災害看護 成人看護Ⅰ　渡部節子教授

8/25・8/26 新人看護職員　55 名 講義・演習 ステップⅣ フィジカルアセスメントⅠ 基礎看護　塚越みどり准教授

7/7 ＣＤＰ4 段階以上 
18 名 講義 看護倫理Ⅲ 倫理的意思決定場面へのコーディネータ役割を学ぶ 基礎看護　勝山貴美子教授

8/10・1/6 ＣＤＰ３段階以上 
20 名 事例検討 看護倫理Ⅱ 看護倫理基礎知識を学び、事例検討方法を学ぶ 精神看護　松下年子教授

5/7・10/16・
2/3

ＣＤＰ４段階以上 
21名 講義・演習 リーダーシップⅢ 課題解決プロセスを学びながら実践し、リーダーシップを発揮できる 老年看護　叶谷由佳教授

6/5・8/4・
12/2

ＣＤＰ３段階以上
1回目 25 名
2回目 22 名
3 回目 31名

講義・演習 教育担当者研修 部署における新人看護職員研修の企画実施評価について 基礎看護　勝山貴美子教授

6/22・1/27
ＣＤＰ３段階以上                               
1回目 20 名
2回目 23 名

講義・演習 セルフマネジメント リーダーに必要なセルフマネジメントについて、アンガ―マネジメント
について学ぶ 精神看護　田辺有理子講師

8/5 ＣＤＰ３段階以上 
20 名 講義・演習 リーダーシップⅡ

リーダーシップのスキルと機能を学び、チームリーダーの役割と機能
に活かすことができる。リーダーとしてのコミュニケーションスキルを
学ぶ

基礎看護　勝山貴美子教授

9/ 28 副看護師長32名 講義・演習 副看護師長研修 リーダーに必要な基本的な知識を学ぶ（現状分析、PDCAサイクルな
ど） 基礎看護　勝山貴美子教授

10/27 看護師長 34 名 講義・演習 看護師長研修 看護管理者に必要なファシリテーションスキルを学ぶ 老年看護　叶谷由佳教授

12/19 内定者 23 名 講義 看護師国家試験対
策 勉強会 看護国家試験対策 成人看護Ⅰ　森みずえ教授

看護生命科学　松本裕准教授

H28/.2./1 CDP2 以上　看護職 21名 
放射線部　1名 講義 高齢者の看護 高齢者の特性、高齢者を取り巻く現状と課題について 老年看護　叶谷由佳教授

キャリア開発
支援センター
主催
於・附属病院

10/6・11/10 
12/8
17:30 ～
18:30

看護職延べ 84 名
( 看護学科より延べ 6名 ) 講義・演習

看護キャリア支援セ
ンター主催 
看護の知の見える
化、概念化

看護現場学から、看護のやりがいを見出していく方法について考える。看護キャリア開発支援センター 陣田泰子センター長
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4/30 看護学科 4 年生　 
100 名 演習指導

成人看護学実習技
術オリエンテーショ
ン

成人看護学（周手術期）に関連する技術の習得と評価
看護部　榎倉朋美 
7－2 病棟　桜井結花　7－3 病棟　佐野春
菜

5/18 看護学科 2年生
100 名 講義 母性病態治療 妊娠の成立と生殖医療 不妊症看護認定看護師 6-2 病棟　山岡由季

5/ 18
6/12

大学院生（感染看護学）Ｍ 3
2名

実習指導 
( 臨地）

感染看護学専門実習
Ⅱ 易感染患者及び感染症患者の看護

感染管理認定看護師　
感染制御部　武田理恵師長
感染症看護専門看護師　　
8-3, 無菌室　青盛真紀

5/27 看護学科３年生１14 名 講義 小児看護方法論 病院におけるプレパレーション 6-1病棟　　中村祐子、三尾綾子
6/23・6/30・
7/7・7/14・
7/21・7/28・
8/4

看護学専攻学生10 名程度 講義
共通科目　                               
高度実践フィジカル
アセスメント論

フィジカルイグザミネーション、フィジカルアセスメント　 
循環器系・呼吸器系、事例を用いたフィジカルアセスメントⅠ－Ⅳ、 
フィジカルアセスメントの実際

集中ケア認定看護師 
6－3 病棟　稲葉桜看護師長　

7/8 看護学科 3年生　114 名 講義 老年看護方法論 認知症をもつ高齢者への看護の実際 認知症看護認定看護師 
6-4 病棟山田康子

9 /17.18 看護学科1年生100 名 演習 看護の統合と実践Ⅰ 看護の統合と実践Ⅰにおけるインターンシップの指導および演習への
参加 部署実習指導者

附
属
病
院
よ
り
大
学
・
大
学
院
へ

９/29 実習指導者講習会38 名 演習
指導場面で遭遇しや
すい看護実践と指導
の実際①

グループワークのファシリテータ 看護部　榎倉朋美、竹山志津子

10/6 実習指導者講習会 
38 名 演習

指導場面で遭遇しや
すい看護実践と指導
の実際②

グループワークのファシリテータ 看護部　榎倉朋美、竹山志津子

10/14　　　　　　　　　　　　　　　実習指導者講習会 
38 名 講義・演習 実習指導の原理 実習施設の役割

看護部長　杉浦由美子　
副看護部長　佐々木佳代 , 看護師長　加藤弘
美
6-1病棟　小池愛　6-4 病棟　星正雄
7-2 病棟　池田鮎子

10/21 実習指導者講習会　 38 名 講義・演習
臨地指導法演習：
フィジカルアセスメ
ント他①

アドバイザー 6-3 病棟　稲葉桜看護師長
看護部　竹山志津子

10/26 実習指導者講習会　38 名 講義・演習
臨地指導法演習：
フィジカルアセスメ
ント他②

アドバイザー 6-3 病棟　稲葉桜看護師長
看護部　竹山志津子

10/28 実習指導者講習会　 講義・演習 実習指導の実際（１）部署紹介・グループワークのファシリテータ
6-4 病棟　星正雄　8-2 病棟　岡部恵理　
8-3 病棟　伊藤友香　8-4 病棟　西野実和　　
看護師長　加藤弘美

11/4 実習指導者講習会 演習 実習指導の実際（２）部署紹介・グループワークのファシリテータ
6-4 病棟　星正雄　　8-2 病棟　岡部恵理　
8-3 病棟　伊藤友香　8-4 病棟　西野実和　　
看護師長　加藤弘美

11/24　　　 実習指導者講習会 演習 リフレクション グループワークのファシリテータ
6-4 病棟　星正雄　8-2 病棟　岡部恵理　
8-3 病棟　伊藤友香　8-4 病棟　西野実和　　
看護師長　加藤弘美

12/4 実習指導者講習会 演習 実習指導の評価 グループワークのファシリテータ 看護部　榎倉朋美、竹山志津子

12/17 看護学科 3年生 
15 名前後 講義 医療安全学 チーム医療と医療安全 

 看護師の視点から見たチーム医療と医療安全
舘脇美由紀　 
医療安全管理室　担当看護師長

11/30 看護学科 2年生　25 名 講義 感染看護学 院内における感染対策の実際と看護師の役割 感染管理認定看護師　武田理恵師長  
12/15 感染看護学大学院生　1名 臨床講義 感染看護学特講 無菌室の看護 感染症看護専門看護師 8-3, 無菌室 青盛真紀
1/28  2/4　 看護学科３年生 １14 名 演習 小児看護演習 子どもの看護技術の演習 6-1病棟    秋山七虹、齋藤万里江

1/27　 看護学科 3年生　 
114 名 演習 老年看護演習 高齢者の排泄援助　( 寝衣交換、おむつ交換） 8-1病棟　神原真理子　8-2 病棟　関野秀美

8-4 病棟　浅沼友莉子　看護師長　加藤弘美

3/7 4 年次生　50 名 臨床講義 成人看護学実習 2
臨床講義 緩和ケアについて がん看護専門看護師 

看護部　畑千秋看護師長　

7/14 精神看護学大学院生
　3名 臨床講義 精神看護学特講Ⅳ リエゾン精神看護におけるCNSの活動の実際② 

看護師のメンタルへルス支援
リエゾン神看護専門看護師 
渡邉香織

11/28 精神看護学大学院生 
10 名 臨床講義 看護コンサルテー

ション論 リエゾンナースのコンサルテーション活動 リエゾン神看護専門看護師 
渡邉香織

附属2病院と看護学科における共同研究・連携事業実績（市民総合医療センター）
依頼元 月日 依　　頼　　内　　容 依頼先対象 種別 内容 テーマ
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り
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へ

1 年間 10-2 病棟　阿部沙也加、福永唯、
新野絢、若松美樹 研究指導講師 看護研究 リクライニング車椅子における座面の除圧角度とマットレスの

検討 基礎看護学　門馬靖武講師

1年間 11-1 病棟　柏倉まどか、佐俣千都
紗 研修指導講師 看護研究

転倒事故が生じた勤務帯に勤務していた看護師が認識する転倒
リスクアセスメント、状況把握、安全対策実施状況
～経験年数と勤務帯における役割に注目して～

成人看護学Ⅱ　落合亮太准教授

1年間 11-2 病棟　豊田友美子、中澤麗、
青山尚美、井坂玲子、松島昌秀 研究指導講師 看護研究 看護師経験 1～ 2年目の看護師の学生指導に対する思い～周術

期の実習を受け入れる病棟において～ 基礎看護学　勝山貴美子教授

1年間 11-2 病棟　櫻岡ちなみ、成田穂奈
美、渋谷仁美、石崎花代 研究指導講師 看護研究 排便処理後の環境補選状況 成人看護学Ⅰ　渡邉知子准教授

1年間 救命病棟　富本功二、大曽根希、
遠田恵 研究指導講師 看護研究 救命救急センターに就職した新卒看護師が抱えるストレス要因

の改善に向けて -自己対処方法と周囲からのサポート - 成人看護学Ⅱ　落合亮太准教授

9/28 看護職全員 60名 講師 研修 マネジメントの基礎知識 基礎看護学　勝山貴美子教授
11/1・
12/9・1/27 看護職員全員延べ 84名 講師 研修 看護の知の見える化・概念化 キャリア開発支援センター　陣田泰子セン

ター長
9月・2月 緩和ケア研修会　多職種 講師 研修 緩和ケア 看護学科老年看護学　野崎静代助教

セ
ン
タ
ー
病
院
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り
大
学
・
大
学
院
・
附
属
病
院
へ

7/8 医学研究科看護学専攻修士課程 講師派遣 精神看護 リエゾン精神看護におけるCNSの活動の実際①
具体的な実践活動と今後の課題 精神看護CNS　遠藤恵美

7/15 医学研究科看護学専攻修士課程 講師派遣 精神看護
ストレスマネージメントの実際①
ストレスマネージメントの考え方、ストレス自己評価、多様な
ストレスコントロール法

精神看護CNS　遠藤恵美

8/21 医学部看護学科 採用確保 オープンキャンパス 14-1 病棟　新妻美来、14-1 病棟看護師長 
友永知恵

9/18 医学部看護学科 講義・演習 看護と統合 看護の統合の実践Ⅰ　インターンシップの指導及び演習参加

臨床指導者 6名：7-1 病棟　阪本唯、8-1
病棟　西優美、10-2 病棟　岡田鮎実、
12-2　病棟　丸野彩花、13-2 病棟　原田
靖子、14-2 病棟　槇有記　
12-2 病棟看護師長　廣島のぶ子

9/29 実指導者講習会 38名 講師派遣 指導場面で遭遇しやすい看護実践と指導の実際① 11-2 病棟　青山尚美、10-2 病棟　朝日瞳、
7-1 病棟　堀清水智子

10/6 実指導者講習会 38名 講師派遣 指導場面で遭遇しやすい看護実践と指導の実際② 11-2 病棟　青山尚美、10-2 病棟　朝日瞳、
7-1 病棟　堀清水智子

10/14 実指導者講習会 38名 講師派遣 実習指導の原理・学校と実習施設との調整
看護部長　谷川一美、副看護部長　鈴木美
智子、7-1 病棟師長　十文字美代子担当師
長、池田恵理、

10/15 医学部看護学科・看護学専攻科 講師派遣 認定看護師資格取得までの取り組みと現在の活動 乳がん看護CN 東谷由美香

10/21 実指導者講習会 38名 講師派遣 臨地指導法演習：フィジカルアセスメント他　①② 急性重症患者看護CNS・14-2 病棟看護師
長　小幡祐司、GICU　多田慎太郎

10/28・
11/4 実指導者講習会 38名 講師・演習 実習指導の実際（1）（2）：実習指導の計画立案

7-1 病棟　広瀬かおり、7-2 病棟　長田記
由、9-2 病棟　返田紀子、11-1 病棟　岡澤
礼菜　13-2 病棟　後藤良美

11/4 実指導者講習会 38名 講師派遣 実習指導の実際（1）（2）：リフレクション
7-2 病棟　長田記由、9-2 病棟　返田紀子、
11-1 病棟　岡澤礼菜　13-2 病棟　後藤良
美 担当師長　廣島のぶ子、池田恵理

12/4 実指導者講習会 38名 講師派遣 実習指導の評価 担当師長　廣島のぶ子　池田恵理
11/7 医学部看護学科 100名 講師派遣 小児看護 平成 27年度横浜市立大学「看護」卒業生交流会講演会 小児看護CNS・NICU看護師長 長田暁子
12/9・
12/21 医学研究科看護学専攻修士課程 講師派遣 小児看護 育児期における心理社会的問題とチームアプローチ 小児看護CNS・NICU看護師長 長田暁子

12/15 医学研究科看護学専攻 臨床講義 感染看護 熱傷患者の看護 EICU　藤島真記子
H28　
1/28・2/4 医学部看護学科 演習 小児看護 子供の看護技術演習 13-1 病棟　酒井結実・土佐彩花　

H28　1/19 医学研究科看護学専攻修士課程 講師派遣 看護管理 看護の最高責任者である看護部長としての役割 看護部長　谷川一美
H28 3/7 医学部看護学科 講師派遣 成人看護学  クリティカル領域における看護師の役割

急性重症患者看護CNS・14-2 病棟師長
小幡祐司8/27 CDP3段階以上看護師 22名 講義 フィジカルアセス

メント臨床推論 臨床推論を学び臨床現場に活かすことができる

28年 1/13 CDP3段階以上看護師 27名 講義・演習 急変予兆のトレー
ニング研修

急変の予兆に気づくことができる。急変の可能性を他社に伝え
ることができる

集中治療認定看護師　清水正子、井上美紀
子











                 

 

 
巻末によせて 

             めざすはジェネラリスト！             

 

 医療及び教育は、「社会的共通資本」と言われております。社会的共通資本とは、「豊かな

生活を営み、優れた文化を展開し、人間的に魅力ある社会を持続的・安定的に維持すること

を可能にするような自然環境や社会的装置」を言います。それは「社会全体にとっての共通

財産であり、一人一人の人間的尊厳を守り、魂の自立を保ち市民的自由を最大限に確保でき

るような社会を志向するものである」と言われています（宇沢､2000）。 

看護師はまさに 24 時間､365 日、患者さんの最も身近なベッドサイドで 「この原理に向

かって支援する専門職」であると言えます。 

これらの願いは、横浜市立大学附属の２つの病院・看護部が「めざすは、ジェネラリスト」

ということばに凝縮して込められています。社会のあらゆる年代の、あらゆる場所における

医療の中の看護師という専門職として職業を選択し、その意思を、時間をかけて実現してき

た看護師のめざすゴールは「社会の人々に、また市民に良質な看護の提供」にあります。 

ジェネラリストについては、日本看護協会の定義を踏まえて本看護キャリア開発支援セン

ターがスタートした平成 27 年から検討を重ね、以下のように定義をしています。 

 

「倫理的な思考と正確な看護技術を基盤とし、急性期医療を受ける患者の生活の質と価値

観を尊重し、その時その場に応じた必要なケアを判断し、提供できる看護職」（H28.3） 

 

上記の定義は、現在「新しい能力」として「21 世紀の知識基盤社会において、専門領域に

限定された知識だけでなく、広範な知識・情報に柔軟に対応していくことのできるスキル」

として、今、世界中で、そして我が国の大学教育・職業教育においてめざしている社会全般

に必要な汎用性の高い能力、「ジェネリックスキル」にも通じるものであると考えます。 

今後、さらに看護キャリア開発支援センターとして今回定義したジェネラリストの基盤ス

キルを附属 2 病院の共通基盤のマップとして使用できるよう、現在作成と検討を重ねており

ます。  

             

 

平成 29 年 3 月   看護キャリア開発支援センター 

                     センター長 陣田泰子 
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